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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

(1）連結経営指標等

回次 第114期 第115期 第116期 第117期 第118期

決算年月 平成26年３月 平成27年３月 平成28年３月 平成29年３月 平成30年３月

売上高 （百万円） 141,096 143,843 150,061 151,633 163,726

経常利益 （百万円） 14,748 15,885 16,352 18,374 19,600

親会社株主に帰属する当期

純利益
（百万円） 8,221 10,137 9,962 11,064 11,996

包括利益 （百万円） 12,736 15,325 8,297 11,943 14,951

純資産額 （百万円） 94,389 107,226 112,501 119,685 132,616

総資産額 （百万円） 131,812 147,017 153,434 164,634 190,487

１株当たり純資産額 （円） 1,405.27 1,581.17 1,654.14 1,759.91 1,880.13

１株当たり当期純利益金額 （円） 126.77 155.99 152.62 169.48 183.76

潜在株式調整後１株当たり

当期純利益金額
（円） 126.63 155.82 152.51 169.39 183.66

自己資本比率 （％） 69.2 70.2 70.4 69.8 64.4

自己資本利益率 （％） 9.5 10.4 9.4 9.9 10.1

株価収益率 （倍） 18.1 17.9 15.5 17.3 21.4

営業活動によるキャッ

シュ・フロー
（百万円） 11,228 13,080 14,612 18,331 16,436

投資活動によるキャッ

シュ・フロー
（百万円） △4,851 △143 △7,025 △3,269 △7,950

財務活動によるキャッ

シュ・フロー
（百万円） △1,950 △1,912 △4,849 △4,587 △7,406

現金及び現金同等物の期末

残高
（百万円） 23,772 35,220 37,449 47,622 48,896

従業員数 （名） 3,083 3,035 3,328 3,349 3,850

（注）１　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２　臨時従業員の平均雇用人員数については、臨時従業員の総数が従業員数の100分の10未満のため記載を省略

しております。
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(2）提出会社の経営指標等

回次 第114期 第115期 第116期 第117期 第118期

決算年月 平成26年３月 平成27年３月 平成28年３月 平成29年３月 平成30年３月

売上高 （百万円） 101,195 98,053 97,304 99,536 105,513

経常利益 （百万円） 12,099 12,299 11,993 13,261 14,097

当期純利益 （百万円） 7,730 9,532 8,629 9,400 10,212

資本金 （百万円） 9,891 9,891 9,891 9,891 9,891

発行済株式総数 （千株） 67,590 67,590 67,590 67,590 67,590

純資産額 （百万円） 82,978 91,725 97,000 103,473 109,047

総資産額 （百万円） 109,442 119,718 123,380 132,050 141,275

１株当たり純資産額 （円） 1,277.02 1,404.57 1,485.17 1,584.34 1,669.74

１株当たり配当額

（円）

38.00 43.00 46.00 85.00 92.00

（うち１株当たり中間配当

額）
(19.00) (20.00) (21.00) (38.00) (42.00)

１株当たり当期純利益金額 （円） 119.20 146.67 132.19 143.98 156.42

潜在株式調整後１株当たり

当期純利益金額
（円） 119.06 146.52 132.10 143.91 156.34

自己資本比率 （％） 75.7 76.6 78.6 78.3 77.2

自己資本利益率 （％） 9.7 10.9 9.2 9.4 9.6

株価収益率 （倍） 19.3 19.1 17.9 20.4 25.2

配当性向 （％） 31.9 29.3 34.8 59.0 58.8

従業員数 （名） 1,102 1,100 1,096 1,097 1,175

（注）１　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２　第117期の１株当たり配当額および１株当たり中間配当額には、それぞれ16円の記念配当を含んでおりま

す。

３　臨時従業員の平均雇用人員数については、臨時従業員の総数が従業員数の100分の10未満のため記載を省略

しております。

EDINET提出書類

アイカ工業株式会社(E00824)

有価証券報告書

 3/97



２【沿革】

　当社は、昭和11年10月愛知時計電機株式会社より航空機用点火栓、航空機用安全硝子・強化硝子、接着剤の事

業を引き継ぎ、資本金100万円で、同社内（名古屋市南区千年字船方15番地）に本社を置き、愛知化学工業株式会

社として操業を開始しました。

年月 事項

昭和11年10月 愛知化学工業株式会社として設立、本社を名古屋市南区千年字船方15番地に置く。

昭和14年７月 本社を名古屋市港区熱田前新田字中ノ組570番地に移転。

昭和19年３月 新川工場（現・名古屋工場：愛知県清須市西堀江2288番地）を設置、接着剤の生産。

昭和20年11月 本社を名古屋市中区南伊勢町１丁目３番地に移転。

昭和21年３月 新川工場（現・名古屋工場）にて製紙の生産。

昭和24年５月 本社を名古屋市中区南桑名町１丁目４番地に移転。

名古屋証券取引所に株式上場。

昭和27年11月 本社を名古屋市南区本星崎町字南割3320番地に移転。

昭和32年１月 愛知電装株式会社（名古屋市）を設立。

昭和32年３月 点火栓事業（星崎工場・桜田工場）を愛知電装株式会社に譲渡。

本社を新川工場（現・名古屋工場）に移転。

昭和33年11月 愛知電装株式会社を日本電装株式会社に譲渡。

昭和35年１月 新川工場（現・名古屋工場）にてメラミン化粧板の生産。

昭和37年７月 東京証券取引所市場第二部に株式上場。

昭和41年３月 甚目寺工場（愛知県あま市上萱津字深見24番地）を設置、新川工場（現・名古屋工場）より設備移設

し接着剤の生産。

昭和41年６月 社名をアイカ工業株式会社と改称。

昭和43年２月 新星産業株式会社－現社名：アイカインテリア工業株式会社（愛知県小牧市）に資本参加。

（現・連結子会社）

昭和43年７月 アイカ中国株式会社（広島県三原市）を設立。

昭和43年８月 神田産業株式会社－アイカ販売株式会社（東京都練馬区）に資本参加。

昭和43年12月 合弁でマレーシアアイカ社（マレーシア国・ペナン市）を設立。

昭和46年11月 製紙の生産を中止。

昭和48年２月 萬代化学工業株式会社－現社名：アイカハリマ工業株式会社（兵庫県加西市）に資本参加。

（現・連結子会社）

昭和48年６月 住器建材製品の販売。

昭和49年３月 合弁でアイカインドネシア社（インドネシア国・ジャカルタ市、現在：西ジャワ州）を設立。

（現・連結子会社）

昭和49年10月 本社を名古屋市中区丸の内二丁目20番19号に移転。

昭和52年９月 ユニオン産業株式会社－アイカユニオン産業株式会社（長野県下伊那郡阿智村）に資本参加。

昭和59年２月 アジアプリント工業株式会社－アイカテクノプリント株式会社（東京都調布市）に資本参加。

昭和59年６月 株式会社アイホー（名古屋市西区）を設立。

昭和59年12月 アイカ電子株式会社（岐阜県恵那市）を設立し、プリント配線板の生産。

昭和61年５月 東京証券取引所市場第一部に株式上場。

名古屋証券取引所市場第一部に株式上場。

昭和62年４月 ヤマト電子株式会社－アイカエレテック株式会社（大阪市中央区）に資本参加。

平成元年２月 定款の一部変更を決議し、決算期を11月30日から３月31日に変更。

平成７年９月 マレーシアアイカ社（マレーシア国・ペナン市）の株式を売却。

平成11年３月 マイカラミネート社（マレーシア国・ペナン市）に資本参加。

平成11年６月 福島工場（福島県岩瀬郡鏡石町大字鏡田字深内町46番26）を設置、化成品の生産。

平成12年９月 本社を新川工場（現・名古屋工場）に移転。

合弁でテクノウッド社（インドネシア国・西ジャワ州）を設立。（現・連結子会社）

平成13年３月 ガンツ化成株式会社（大阪市中央区）に資本参加。

アイカユニオン産業株式会社を解散。

平成13年10月 アイカ販売株式会社を吸収合併。

平成14年４月 アイカ電子株式会社がアイカテクノプリント株式会社を吸収合併。

平成14年10月 アイカ中国株式会社を吸収合併。
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年月 事項

平成14年11月 大日本色材工業株式会社（東京都千代田区）に資本参加。

平成15年５月 昆山愛克樹脂有限公司（中国・昆山市）を設立。（現・連結子会社）

平成15年９月 合弁で瀋陽愛克浩博化工有限公司（中国・瀋陽市）を設立。（現・連結子会社）

平成17年４月 大日本色材工業株式会社を吸収合併。

平成18年８月 愛克樹脂貿易（上海）有限公司（中国・上海市）を設立。（現・連結子会社）

平成20年10月 西東京ケミックス株式会社（東京都千代田区）に資本参加。（現・連結子会社）

平成23年６月 アイカ・ラミネーツ・インディア社（インド国・グルガオン市、現在：ニューデリー市）を設立。

（現・連結子会社）

平成23年10月 アイカ・ラミネーツ・インディア社がインドボンベイバーマ社の化粧板事業を譲受け。

平成24年４月

平成24年９月

平成24年12月

ガンツ化成株式会社を吸収合併。

アイカベトナム社（ベトナム国・ロンアン省）を設立。（現・連結子会社）

ダイネア・アジア・パシフィック・ホールディング社（現・アイカ・アジア・パシフィック・

ホールディング社）（シンガポール国）に資本参加。（現・連結子会社）

平成26年４月

 

 

平成27年３月

平成27年９月

平成27年10月

平成28年４月

平成29年10月

平成29年12月

平成30年１月

 

 

 

平成30年３月

 

プリント配線板の製造・販売事業及びアイカ電子株式会社の行う事業の全てを吸収分割により

ＲＩＴＡエレクトロニクス株式会社及びＲＩＴＡエレクトロプロダクツ株式会社に承継。

アイカエレテック株式会社をＲＩＴＡエレクトロニクス株式会社に譲渡。

アイカ電子株式会社を清算結了。

アイカＳＤＫフェノール株式会社（群馬県伊勢崎市）に資本参加。

アイカテック建材株式会社（東京都中央区、現在：東京都練馬区）に資本参加。（現・連結子会社）

株式会社アイホーを吸収合併。

アイカＳＤＫフェノール株式会社を吸収合併。

アイカ・ラミネーツ・ベトナム社（ベトナム国・ドンナイ省）を設立。（現・連結子会社）

本社を愛知県名古屋市中村区名駅１丁目１番１号へ移転。

エバモア・ケミカル・インダストリー社（台湾・南投市）に資本参加。（現・連結子会社）

アイカ・アジア・ラミネーツ・ホールディング社（タイ国・バンコク市）を設立。

（現・連結子会社）

アイカ・アジア・パシフィック・ホールディング社がタイ・ケミカル・コーポレーション社（タイ

国・サムットプラカーン県）に資本参加。
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３【事業の内容】

　当社グループは、アイカ工業株式会社（当社）、子会社41社及び関連会社３社により構成されており、化成

品、建装建材の製造及び販売を国内外のグループ各社が相互協力のもとに密接に連携し、開発、生産及び販売活

動を行っております。

　事業の内容と当社、子会社及び関連会社の当該事業における位置づけ、ならびにセグメントとの関連は次のと

おりであります。

　なお、当連結会計年度より、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第５　経理の状況　１　

連結財務諸表等　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。

事業区分 主要製品 主要な会社

化成品
外装・内装仕上塗材、塗り床材、

各種接着剤、有機微粒子、他

当社、西東京ケミックス㈱、

アイカインドネシア社、昆山愛克樹脂有限公司、

瀋陽愛克浩博化工有限公司、

愛克樹脂貿易（上海）有限公司、

アイカベトナム社、

アイカ・アジア・パシフィック・ホールディング社、

アイカ ドンナイ社、アイカ ハチャイ社、

アイカ シンガポール社、ダイネア 広東社、

アイカ インドリア社、アイカ ニュージーランド社、

ダイネア 南京社、タイ・ケミカル・コーポレーション社、

エバモア・ケミカル・インダストリー社

建装建材

メラミン化粧板、化粧合板、

室内用ドア、インテリア建材、

カウンター、収納扉、不燃化粧材、

押出成形セメント板、他

当社、アイカインテリア工業㈱、アイカハリマ工業㈱、

アイカテック建材㈱、

アイカインドネシア社、テクノウッド社、

マイカラミネート社、

愛克樹脂貿易（上海）有限公司、

アイカ・ラミネーツ・インディア社、

アイカ・ラミネーツ・ベトナム社

アイカ・アジア・ラミネーツ・ホールディング社
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　上記の事業区分・主要製品と、別記セグメント情報における事業区分・主要製品とは同一であります。

　上に述べた事項を、事業系統別に示した概要図は次のとおりであります。
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４【関係会社の状況】

名称 住所
資本金
(百万円)

主要な事業
の内容

所有割合
（％）

被所有
割合
（％）

役員の
兼任

資金援助
(百万円)

営業上の取引 その他

（連結子会社）          

アイカインテリア工業㈱ 愛知県小牧市 75 建装建材 100.00 － － －
建装建材の

二次加工委託
土地の一部賃貸

アイカハリマ工業㈱

（注）３
兵庫県加西市 72 建装建材 100.00 － １ －

建装建材の

製造委託
－

西東京ケミックス㈱
東京都千代田

区
60 化成品 100.00 － １ 100

化成品原材料

の仕入
－

アイカテック建材㈱ 東京都練馬区 450 建装建材 100.00 － ３ 1,900
建装建材製品

の仕入
事務所の一部賃貸

アイカインドネシア社

（注）２

インドネシア

国西ジャワ州

3,950

千米ドル

化成品、

建装建材
48.71 － １ －

建装建材の製

造委託
－

テクノウッド社
インドネシア

国西ジャワ州

3,300

千米ドル
建装建材 78.18 － １ －

建装建材の

製造委託
－

昆山愛克樹脂有限公司 中国昆山市
5,700

千米ドル
化成品 100.00 － － －

化成品原材料

の販売
－

瀋陽愛克浩博化工

有限公司 （注）２
中国瀋陽市

1,100

千米ドル
化成品 50.00 － １ －

化成品原材料

の販売
－

愛克樹脂貿易（上海）

有限公司
中国上海市

1,500

千米ドル

化成品、

建装建材
80.67 － － －

化成品、建装

建材の販売
－

アイカ・ラミネーツ・

インディア社 （注）３

インド国

ニューデリー

市

808百万

ルピー
建装建材 95.67 － １ － － －

アイカベトナム社
ベトナム国

ロンアン省

1,500

千米ドル
化成品 100.00 － － －

化成品原材料

の販売
－

アイカ・アジア・

パシフィック・

ホールディング社

（注）３

シンガポール

国

145百万

シンガ

ポールドル

持株会社 100.00 － ２ － － －

アイカ ドンナイ社

（注）４

ベトナム国

ホーチミン市

63,289百万

ベトナム

ドン

化成品
100.00

(100.00)
－ － －

化成品原材料

の販売
－

アイカ ハチャイ社

（注）４

タイ国

ソンクラー県

165百万

タイバーツ
化成品

51.00

(51.00)
－ 1 － － －

アイカ シンガポール社

（注）４

シンガポール

国

9百万

シンガポー

ルドル

化成品
100.00

(100.00)
－ － －

化成品原材料

の販売
－

ダイネア 広東社

（注）４
中国肇慶市

78百万

人民元
化成品

100.00

(100.00)
－ － － － －

アイカ インドリア社

（注）４

インドネシア

国

ジャカルタ州

7,241百万

インドネア

ルピア

化成品
51.00

(51.00)
－ 3 －

化成品原材料

の販売
－

アイカ

ニュージーランド社

（注）４

ニュージー

ランド国

ニュープリマ

ス市

9百万

ニュ－ジー

ランドドル

化成品
100.00

(100.00)
－ － － － －

ダイネア 南京社

（注）３,４
中国南京市

161百万

人民元
化成品

100.00

(100.00)
－ － － － －

タイ・ケミカル・コーポ

レーション社

（注）３、４

タイ国

サムットプラ

カーン県

312百万

タイバーツ
化成品

60.00

(60.00)
－ － － － －
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名称 住所
資本金
(百万円)

主要な事業
の内容

所有割合
（％）

被所有
割合
（％）

役員の
兼任

資金援助
(百万円)

営業上の取引 その他

アイカ・ラミネーツ・

ベトナム社（注）３

ベトナム国

ドンナイ省

455,000百

万ベトナム

ドン

建装建材 100.00 － １ － － －

アイカ・アジア・

ラミネーツ・

ホールディング社

タイ国

バンコク市

110百万

タイバーツ
持株会社 100.00 － １ － － －

エバモア・ケミカル・

インダストリー社（注）３

台湾国

南投市

993,880

千台湾ドル
化成品 50.10 － １ － － －

肯美特材料科技股份

有限公司（注）４

台湾国

南投市

72,000

千台湾ドル
化成品

50.10

(50.10)
－ － － － －

克哲国際貿易有限公司

（注）４

台湾国

台中市

126,000

千台湾ドル
化成品

50.10

(50.10)
－ － － － －

その他　13社          

（持分法適用関連会社）

ダイネア パキスタン社

（注）４

パキスタン国

カラチ市

94百万

パキスタン

ルピー

化成品
24.99

(24.99)
－ － － － －

その他　1社          

 

（注）１　「主要な事業の内容」欄には、セグメントの名称を記載しております。

２　アイカインドネシア社及び瀋陽愛克浩博化工有限公司は議決権の所有割合は100分の50以下ですが、実質的

に支配しているため子会社としております。

３　特定子会社に該当しております。

４　議決権の所有割合の（ ）内は、間接所有割合で内数であります。
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５【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

平成30年３月31日現在
 

セグメントの名称 従業員数（名）

化成品 2,391

建装建材 1,416

全社（共通） 43

合計 3,850

（注）１　従業員数は就業人員であります。

２　臨時従業員数の平均雇用人員数については、臨時従業員の総数が従業員の100分の10未満のため記載を省略

しております。なお、臨時従業員の範囲は、アルバイト、パートタイマー及び嘱託契約の従業員としており

ます。

 

(2）提出会社の状況

平成30年３月31日現在
 

従業員数（名） 平均年齢（歳） 平均勤続年数（年） 平均年間給与（千円）

1,175 39歳３ヶ月 15年６ヶ月 6,388

 

セグメントの名称 従業員数（名）

化成品 559

建装建材 573

全社（共通） 43

合計 1,175

（注）１　従業員数は就業人員であります。

２　平均年間給与は、賞与及び基準外賃金を含んでおります。

３　臨時従業員数の平均雇用人員数については、臨時従業員の総数が従業員の100分の10未満のため記載を省略

しております。なお、臨時従業員の範囲は、アルバイト、パートタイマー及び嘱託契約の従業員としており

ます。

 

(3）労働組合の状況

アイカ工業労働組合は昭和21年５月に結成され平成30年３月31日現在組合員数は946名であり、上部団体には

加盟しておりません。なお、連結子会社の一部において労働組合が組織されております。

また、労使間は円満で協調的であり、特記事項はありません。
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第２【事業の状況】

１【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

(1）当社グループの対処すべき課題

　　国内経済は、政府や日銀の経済・金融政策による下支えを背景として企業収益や雇用・所得環境の改善が進み、緩

やかな回復が続くことが期待される一方で、海外経済の不確実性、為替の変動、原油価格の上昇の影響に留意する

必要があります。

国内建設需要は、住宅着工戸数に弱さがみられるものの非住宅建設市場に回復傾向がみられ、全体としては横ば

いで推移する見通しですが、技術労働者不足や原材料価格の高騰、建築資材価格の高止まりなど、経営環境は先行き

不透明な状況です。

アジア・オセアニア地域の経済は、景気拡大ペースは鈍化すると予測されるものの、日本国内市場と比較すると

高い成長率が期待できます。一方、利益面においては、原材料価格の上昇や新興国通貨に対して円高が進行した場合

には、収益を圧迫する懸念があります。

　　当社グループは、このような経営環境を十分認識し、社会的課題の解決に貢献する商品群の拡充、次世代を担う注

力分野として機能材料事業の強化などを推進してまいります。

　また、海外展開の一環として、平成29年12月に化粧板製造子会社「アイカ・ラミネーツ・ベトナム社（ベトナム
ドンナイ省）」を設立し、平成30年１月には海外建装建材事業の統括会社として「アイカ・アジア・ラミネーツ・

ホールディング社（タイ　バンコク市）」を設立しました。さらに同月、ウレタン樹脂等の製造販売会社「エバモ

ア・ケミカル・インダストリー社（台湾　南投市）」を子会社化し、同年３月には当社100％子会社であるアイカ・

アジア・パシフィック・ホールディング社を通じて、タイの接着剤・可塑剤製造販売会社「タイ・ケミカル・コー

ポレーション社」の株式を取得いたしました。今後はこれらの新しい拠点を有効に機能させ、海外事業のより一層

の拡大を目指してまいります。

 

(2）株式会社の支配に関する基本方針

１．当社の財務および事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針

当社は、当社の財務および事業の方針の決定を支配する者として、当社の企業価値ひいては株主共同の利益の

確保・向上に資する者が望ましいと考えております。当社は、株式を上場して市場での自由な取引に委ねている

ため、会社を支配する者の在り方は、最終的には株主の皆様の全体の意思に基づき決定されるべきであり、会社

の支配権の移転を伴う買付提案に応じるかどうかの判断も、最終的には株主全体の意思に基づき行われるべきも

のと考えます。

しかしながら、当社株式の大規模な買付行為や買付提案の中には、株主に株式の売却を事実上強要するおそれ

があるもの、株主が買付の条件等について検討したり、当社の取締役会が代替案を提案するための十分な時間や

情報を提供しないもの、買付者の提示した条件よりも有利な条件をもたらすために買付者との交渉を必要とする

もの等、当社の企業価値および株主共同の利益を毀損するものもありえます。

このような大規模な買付行為や買付提案を行う者は、例外的に当社の財務および事業の方針の決定を支配する

者として適当でないと判断します。

 

２．基本方針の実現に資する取り組み

＜中長期的な会社の経営方針＞

アイカグループは、「挑戦と創造」を社是に掲げ、「共生の理念のもと、たえざる革新により新しい価値を創

造し、社会に貢献してまいります」との経営理念のもと、以下の項目を経営方針と定め経営を進めています。

[経営方針]

①化学とデザイン

化学とデザインの力で独創性のある商品をつくり、豊かな社会の実現に貢献します。

②グループシナジー

技術・素材連携やチャネル活用を追求し、グループシナジーを創出します。

③No.１

事業分野や地域におけるNo.１商品を拡充します。

④グローバル

海外における生産・販売拠点と人材の充実を図り、グローバル市場で持続的な成長を目指します。

⑤人材と組織

人材を最も重要な経営資源と捉え、相互理解と成長を通じ、活力あふれる人材・組織を形成します。

⑥コンプライアンス経営

法令や社会秩序を守り、公正で透明性の高いコンプライアンス経営を実践します。

⑦安心・安全への約束
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ステークホルダーとのコミュニケーションを重視し、「信頼される品質の確保」や「環境に配慮した事業活

動」を推進します。

以上の経営方針のもと、平成29年４月から新たに中期４ヵ年計画をスタートさせました。連結売上高2,000億

円、連結経常利益220億円、ROE10%以上、海外売上比率35%以上という目標を達成するために、①AS商品（※1）群

の拡充による国内基幹事業の成長持続、②次世代を担う注力分野の育成・投資、③ジャパンテクノロジーの海外

展開、に注力いたします。また、C&C活動（※2）を通じた社員一人ひとりの成長、QEOマネジメント（※3）とIT

基盤刷新によるCS・ES（※4）向上、コンプライアンス遵守、を重点方針に掲げ、成長を支える経営基盤を強化

し、株主・顧客などのステークホルダーから絶大の信頼を得られるよう取り組んでまいります。

 

※1　AS商品

AICA Solution商品の略。様々な社会課題（インフラ老朽化・高齢化・環境・安全・人手不足など）を解決

する商品

※2　C&C活動

挑戦と創造(Challenge & Creation)の精神のもと、製品・サービス・仕事などの質の管理・改善を行う小集

団活動。1977年から行っている

※3　QEOマネジメント

品質(Quality)・環境(Environment)・労働安全衛生(Occupation health and safety)、三位一体のマネジメ

ントシステム

※4　CS・ES

CSは顧客満足度、ESは従業員満足度を表す

 

＜コーポレート・ガバナンス（企業統治）の推進＞

当社は「コーポレート・ガバナンス（企業統治）の強化」を通じて、グループ会社とともに企業価値および株

主共同の利益の確保・向上を実現させていきたいと考えています。

①基本規程として「行動規範」を策定し、企業理念の精神を具体化した役員および社員の「行動指針」として

定めています。更に、全社横断組織として「企業倫理委員会」を設置するなど企業統治に関する組織、規程

を充実させ、企業の透明性、効率性、健全性を向上すべく推進しています。

②経営の体制として、業務執行と監督機能区分を明確化するため、執行役員制度を導入しております。取締役

会は、経営の透明性・客観性を確保するため社外取締役を含む取締役にて構成しております。監査役会は、

監査役監査の透明性、公平性を確保するため社外監査役を含む監査役にて構成しております。また、任意の

諮問委員会として、社外役員を主な構成員とする「ガバナンス委員会」を設置し、企業の持続的な成長と統

治機能の更なる充実を目指しています。

当社では多数の投資家の皆様に長期的に当社に投資を継続していただくため、当社の企業価値、ひいては株主

共同の利益を向上させるための取り組みとして、以上のような施策を実施しております。

 

３．基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務および事業の方針の決定が支配されることを防止するための

取り組み

基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務および事業の方針の決定が支配されることを防止するため

の取り組みとして、当社は「大規模買付ルール」を設定し、また当社の企業価値・株主共同の利益を著しく損な

うような大規模買付行為への対抗措置（買収防衛策）を導入いたしました。当社が設定する大規模買付ルールと

は、①事前に大規模買付者に取締役会に対する必要かつ十分な情報の提供を求め、②取締役会による一定の評価

期間が経過した後にはじめて大規模買付行為が開始される、というものです。

大規模買付者が大規模買付ルールを遵守した場合には、取締役会は、仮に当該大規模買付行為に反対であった

としても、原則として、当該買付提案についての反対意見の表明あるいは代替案の提示により株主の皆様を説得

するに留め、当該大規模買付行為に対する対抗措置はとりません。大規模買付者の買付提案に応じるか否かは、

株主の皆様において、当該買付提案および当社が提示する当該買付提案に対する意見、代替案等をご考慮の上、

ご判断いただくことになります。

（１）大規模買付者が大規模買付ルールを遵守した場合

大規模買付ルールが遵守されている場合であっても、当該大規模買付行為が以下①～⑤のいずれかに該当

し、その結果として当該大規模買付行為が会社に回復し難い損害をもたらすなど当社の企業価値・株主共同の

利益を著しく損なうと当社取締役会が判断する場合には、第三者委員会の勧告を十分に尊重したうえで、例外

的に当該大規模買付行為に対する対抗措置をとることがあります。

①真に当社の経営に参加する意思がないにもかかわらず、ただ株価をつり上げて高値で株式を会社関係者に引

き取らせる目的の大規模買付行為（いわゆるグリーンメーラーである場合）
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②当社の経営を一時的に支配して当社の事業経営上必要な知的財産権・ノウハウ・企業秘密情報・主要取引先

や顧客等を当該大規模買付者やそのグループ会社等に移譲させるなど、いわゆる焦土化経営を行う目的の大

規模買付行為

③当社の経営を支配した後に、当社の資産を当該大規模買付者やそのグループ会社等の債務の担保や弁済原資

として流用する予定の大規模買付行為

④当社の経営を一時的に支配して当社の事業に当面関係していない不動産、有価証券など高額資産等を売却処

分させ、その処分利益をもって一時的な高配当をさせるかあるいは一時的な高配当による株価の急上昇の機

会を狙って株式の高値売り抜けをする目的の大規模買付行為

⑤大規模買付者の提案する当社株式の買付方法が、いわゆる強圧的二段階買収（最初の買付条件よりも二段階

目の買付条件を不利に設定し、あるいは二段階目の買付条件を明確にしないで、公開買付等の株式の買付を

行うことをいいます）等の、株主の判断の機会または自由を制約し、事実上、株主に当社の株式の売却を強

要するおそれがある大規模買付行為

（２）大規模買付者が大規模買付ルールを遵守しない場合

大規模買付者が意向表明書を提出しない場合、大規模買付者が取締役会評価期間の経過前に大規模買付行為

を開始する場合、大規模買付者が大規模買付ルールに従った十分な情報提供を行わない場合、またはその他大

規模買付者が大規模買付ルールを遵守しない場合には、具体的な買付方法の如何にかかわらず、取締役会は、

当社の企業価値・株主共同の利益を守ることを目的として、第三者委員会の勧告を十分に尊重した上で、当該

大規模買付行為に対する対抗措置をとる場合があります。

 

４．上記２および３の取り組みが会社支配に関する基本方針に沿うものであり、株主共同の利益を損なうものではな

いこと、会社役員の地位の維持を目的とするものでないことおよびその理由

当社株式に対する大規模買付行為がなされた場合に、当該大規模買付に応じるか否かを株主の皆様がご判断

し、あるいは当社取締役会が代替案を提示するために必要な情報や期間を確保し、株主の皆様のために大規模買

付者と交渉を行うこと等を可能とすることにより、当社の企業価値および株主共同の利益の確保・向上を目的と

して、買収防衛策を導入するものであり、上記１に述べた会社支配に関する基本方針に沿うものです。

また、取締役会によって恣意的な判断がなされることを防止し、その判断の客観性および公正性を担保するた

めの仕組みとして、第三者委員会を設置しています。第三者委員会は、当社の業務執行を行う経営陣から独立し

ている社外取締役、社外監査役および社外有識者の中から選任される委員３名以上により構成されます。

また、第三者委員会の判断の概要については、適時適切に株主および投資家の皆様に情報開示を行うことと

し、当社の企業価値および株主共同の利益に適うように透明な運営が行われる仕組みが確保されています。

 

なお、平成28年４月27日に開催の取締役会において、株式会社の支配に関する基本方針および当社株式の大規模

買付行為に関する対応方針（買収防衛策）を決議し、平成28年６月23日開催の第116回定時株主総会でご承認いただ

いております。

 

２【事業等のリスク】

　有価証券報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼ

す可能性のある事項には、以下のようなものがあります。

　なお、文中の将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において、当社グループが判断したものであり、事

業等のリスクについてはこれらに限られるものではありません。

 

(1）特定の部門における建設需要及びリフォーム需要の依存度

　当社製品は、最終製品ではなく部材に特化しているとともに、幅広い分野に浸透しているため、当社グ

ループの業績は、特定の市場環境による大きな影響を受けにくくなっております。ただし、当社製品の中で

売上構成比の高い建装建材部門の製品は、主に住宅、店舗、病院等の建設及びリフォームにおいて使用され

ております。また、化成品部門における外装・内装仕上塗材、塗り床材についても住宅建設資材として使用

されております。このため、住宅の建設需要及びリフォーム需要のほか、店舗及び病院等の建設需要及びリ

フォーム需要が減少した場合、当社グループの業績に影響を与える可能性があります。

 

(2）主要原材料価格の変動、主要原材料部品の調達

　当社グループは、コストダウンと調達の安定性のバランスを念頭において事業を行っておりますが、原

油・ナフサ価格等の高騰、中国を中心とするアジア市場の活況による原材料の需給バランスの不均衡により

主要原材料価格の高騰が進んだ場合、及び供給メーカーの事情により特定原材料の調達が困難となり生産活

動に支障をきたした場合には、当社グループの業績に影響を与える可能性があります。

 

(3）製品の品質、製造物責任
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　当社グループは、国際的な品質マネジメントシステム規格であるISO9001に従って各種製品を製造・販売

しておりますが、全ての製品について欠陥が無く将来クレームが発生しないという保証はありません。ま

た、製造物責任賠償保険に加入しておりますが、万一、製造物責任賠償保険で充分に填補できない製品の欠

陥による損失が発生した場合には、当社グループの業績に影響を与える可能性があります。

 

(4）市場ニーズ、顧客ニーズの変化への対応

　当社グループは、オリジナル製の高い技術開発を進め、安全・安心・健康・省エネルギーに配慮し、変動

する国内外の市場ニーズや顧客ニーズにマッチした競争力のある新商品開発を推進しております。しかしな

がら、市場ニーズや顧客ニーズの変化に適切に対応できない場合には、当社グループの業績に影響を与える

可能性があります。

 

(5）情報セキュリティ

　当社グループは、事業遂行に関連し、多くの個人情報や機密情報を有しております。これら各種情報の取

り扱いについては万全の体制を整えておりますが、不測の事態により情報の流出・漏洩が発生した場合に

は、対応に多額の費用負担が生じたり社会的信用が低下することにより、当社グループの業績に影響を与え

る可能性があります。

 

(6）環境保全

　化成品、建装建材の製造の過程で使用される原材料の中には、人の健康や生態系に影響を与える物質も含

まれております。当社グループは、環境保全に係る法規制を遵守し、土壌汚染、水質汚染等の環境汚染防止

に取り組んでおりますが、万一、当社グループの事業活動に起因する環境汚染が発生した場合には、対応に

多額の費用負担が生じたり社会的信用が低下することにより、当社グループの業績に影響を与える可能性が

あります。

 

(7）海外での事業展開

　当社グループは、海外生産拠点の充実と資材調達のグローバル化を進め、積極的に海外での事業展開を推

進しております。そのため、予期しない法令・税制・規制の変更、輸送遅延や電力停止などの社会インフラ

未整備による社会混乱、政治変動、戦争テロ、天災地変など不可避のリスクが内在しており、これらのリス

クが発生した場合、事業の遂行に問題が生じ、当社グループの業績に影響を与える可能性があります。

 

(8）為替相場の変動

　当社グループは、外貨建の取引における変動リスクに対しては先物為替予約を締結しリスクの軽減に努め

ておりますが、海外拠点の事業拡大に伴い外貨建収益・費用が増加してきており、為替相場の変動により外

貨建収益・費用の円貨換算額が大きく増減し、当社グループの業績に影響を与える可能性があります。

 

(9）大規模災害と事故

　当社グループは、大規模災害や事故により重要な事業を中断させないこと、また万一、事業活動が中断し

た場合においても残存する能力で目標復旧時間までに重要な事業を再開させることを目的に、事業継続計画

（Business Continuity Plan：BCP）を策定し緊急時の対策を講じておりますが、想定外の大規模災害や事

故等が発生した場合には、事業所の機能停止、製造設備等の損壊等の被害により事業活動の継続に影響を及

ぼし、当社グループの業績に影響を与える可能性があります。

 

(10）法的規制

　当社グループの主要製品である化成品分野、建装建材分野に関しては、環境規制が厳しくなっており、環

境配慮型商品への対応が必要不可欠となっております。今後も、建築基準法によりＶＯＣ規制（揮発性有機

化合物に関する規制）が強化される可能性があります。当社グループは、常に規制の対象と考えられる物質

への対応に取組んでおりますが、法規制の強化がなされた場合や製品開発の動向によっては、当社グループ

の業績に影響を与える場合があります。
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３【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績等の状況の概要

　当連結会計年度における当社グループ（当社、連結子会社及び持分法適用会社）の財政状態、経営成績及び

キャッシュ・フロー（以下、「経営成績等」という。）の状況の概要は次の通りであります。

①財政状態及び経営成績の状況

当連結会計年度の当社グループを取り巻く経営環境は、日本国内においては、円高の進行や中東・東アジア

の政治的緊張の影響が懸念されるなか、堅調な輸出や設備投資に支えられた企業業績の回復、雇用環境の改善等

により、緩やかながら景気の回復が続きました。

また、アジア・オセアニア地域の経済は、インドでは税制変更に伴う景気の減速が見られたものの、中国並

びにインドネシア等のアセアン地域は、好調な輸出や個人消費に支えられ概ね堅調に推移しました。

国内建設市場においては、賃貸住宅の供給過剰感から借家や持家の着工が一服し住宅着工件数が減少に転じ

ました。非住宅関連は、企業の設備投資やインバウンド効果による工場・倉庫やホテルの新築・改修需要を背景

に着工面積の回復が見られました。

このような経営環境の下、当社グループは、中期経営計画「Ｃ＆Ｃ２０００」の方針に基づき、社会課題の

解決に貢献する商品群の拡充、次世代を担う注力分野の育成、アジア・オセアニア地域における接着剤やメラミ

ン化粧板の販売強化などを推進いたしました。

この結果、当連結会計年度の業績は、売上高163,726百万円（前年同期比8.0％増）、営業利益19,092百万円

（同5.5％増）、経常利益19,600百万円（同6.7％増）、親会社株主に帰属する当期純利益11,996百万円（同

8.4％増）となりました。

また、1株当たり当期純利益は183.76円となり、ＲＯＥは10.1％（同0.2ポイント増）となりました。

セグメントの業績については次のとおりであります。なお、セグメント間の内部売上は除いております。ま

た、前連結会計年度において「建装材セグメント」「住器建材セグメント」と分けて報告していましたが、当連

結会計年度より「建装建材セグメント」として統合して記載する方法に変更しております。以下の前期比較につ

いては、前年同期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。

 

（化成品セグメント）

接着剤系商品は、国内においてはフェノール樹脂系の合板用接着剤や、施工用接着剤が好調に推移するとと

もに、海外においてもアジア・オセアニア地域における接着剤・産業用樹脂の需要を取り込むことができた結

果、売上を伸ばすことができました。

建設樹脂系商品は、建築・土木用の補修・補強材や工場・倉庫用の塗り床材は好調に推移しましたが、新築

住宅向けの外装・内装仕上塗材「ジョリパット」や住宅ベランダ向け防水材が低迷したことなどから、売上が前

年を下回りました。

非建設分野への取り組みとして注力している機能材料事業につきましては、国内太陽光市場の低迷により

ホットメルトが前年を下回ったものの、化粧品や拡散材用途の有機微粒子、繊維・紙加工用途のアクリル・コン

パウンド商品が好調に推移し、売上を伸ばすことができました。

このような結果、売上高は82,911百万円（前年同期比10.7％増）、営業利益（配賦不能営業費用控除前）は

6,537百万円（同5.0％増）となりました。

 

（建装建材セグメント）

メラミン化粧板は、国内においては、高い意匠性と指紋などの汚れが目立ちにくい特性をもつ「セルサス」

や、メラミン化粧板の強さとフィルムの施工性を兼ね備えた粘着剤付メラミンシート「メラタック」など特長の

ある商品が好調で、売上を伸ばすことができました。また、海外においても、インドやインドネシア、中

国、タイ、ベトナムを中心に売上を伸ばすことができました。

ボード・フィルム類は、汎用的なポリエステル化粧合板や、加工品を拡充した粘着剤付化粧フィルム「オル

ティノ」関連商品が好調で売上を伸ばすことができました。

メラミン不燃化粧材「セラール」は、キッチンパネル用途を中心に、教育施設や店舗・ホテルの改修需要、

オフィス・工場・倉庫の新築需要を獲得するとともに、駅のトイレや医療福祉施設などでは「セラール消臭タイ

プ」の採用が拡大し、売上を伸ばすことができました。

不燃建材は、汎用性の高いアクリル樹脂系塗装けい酸カルシウム板「ルナライト・カラー」や、耐摩耗性・

耐薬品性に優れる不燃ボード「マーレス不燃」を中心に、教育施設や医療福祉施設、工場・倉庫等の需要を取り

込み、売上を伸ばすことができました。

カウンター・ポストフォーム商品は、メラミン化粧板を曲面加工（ポストフォーム加工）したカウンターや

扉、人工大理石「コーリアン」、高級人造石「フィオレストーン」が好調に推移し、売上を伸ばすことができま

した。特に、幼児用手洗いカウンターは保育施設の新設需要を取り込み大きく売上を伸ばしました。
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建具・インテリア建材は、医療福祉施設に適した機能引戸「U.D.（ユニバーサルデザイン）コンフォートシ

リーズ」や、非住宅施設向けのトイレブースが好調でしたが、住宅向けの建具シリーズが前年を下回り、売上

は前年を下回りました。

このような結果、売上高は80,815百万円（前年同期比5.3％増）、営業利益（配賦不能営業費用控除前）は

15,623百万円（同7.8％増）となりました。

 

②キャッシュ・フローの状況

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度に比べ、1,274百

万円増加し、48,896百万円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるネットキャッシュ・フローは、16,436百万円の資金増加（前連結会計年度は18,331百万円の

資金増加）となりました。これは主に、税金等調整前当期純利益が19,600百万円（同18,201百万円）となったこ

と、減価償却費が3,638百万円（同3,512百万円）となったこと、仕入債務の3,587百万円増加（同1,326百万円）

等の増加要因があったことと、売上債権の3,630百万円増加（同1,631百万円）及び法人税等の支払額6,547百万

円（同5,450百万円）等の減少要因があったことによるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるネットキャッシュ・フローは、7,950百万円の資金減少（同3,269百万円の資金減少）となり

ました。これは主に、有形固定資産の取得による支出4,088百万円（同3,189百万円）、連結範囲の変更に伴う子

会社株式の取得による支出3,477百万円等の減少要因があったことによるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるネットキャッシュ・フローは、7,406百万円の資金減少（同4,587百万円の資金減少）となり

ました。これは主に、配当金の支払5,805百万円（同4,110百万円）、非支配株主への配当金の支払594百万円

（同644百万円）等の減少要因があったことによるものであります。
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③生産、受注及び販売の状況

a.生産実績

当連結会計年度の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

当連結会計年度
（自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日）

（百万円）

前年同期比（％）

化成品 64,727 108.3

建装建材 46,866 105.1

合計 111,594 106.9

（注）１　金額は売価換算値によっており、セグメント間の内部振替後の数値によっております。

２　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

b.受注実績

　　当社グループは主として見込み生産を行っているため、記載すべき事項はありません。

 

c.販売実績

当連結会計年度の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

当連結会計年度
（自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日）

（百万円）

前年同期比（％）

化成品 82,911 110.7

建装建材 80,815 105.3

合計 163,726 108.0

（注）１　セグメント間の取引については相殺消去しております。

２　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2)経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

　経営者の視点による当社グループの経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は次のとおりでありま

す。

　なお、文中の将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において判断したものであります。

 

①重要な会計方針及び見積り

当社グループの連結財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められている会計基準に基づき作成さ

れております。詳細については、「第５ 経理の状況　１ 連結財務諸表等　(1）連結財務諸表　注記事項　連

結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に記載しております。

 

②当連結会計年度の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容

a.当連結会計年度の経営成績の分析

当連結会計年度の概要は「第２ 事業の状況　３ 経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロー

の状況の分析 (1)経営成績等の状況の概要 ①財政状態及び経営成績の状況」に記載のとおりでありますが、そ

のポイントは次のとおりであります。

 

＜売上高＞

国内建設市場においては、賃貸住宅の供給過剰感から借家や持家の着工が一服し住宅着工件数が減少に転じ

ました。非住宅建設市場は、企業の設備投資やインバウンド効果による工場・倉庫やホテルの新築・改修需要

を背景に着工面積の回復が見られました。

このような経営環境の下、当社グループは、中期経営計画「Ｃ＆Ｃ２０００」の方針に基づき、社会的課題

の解決に貢献する商品群の拡充、次世代を担う注力分野の育成、アジア・オセアニア地域における接着剤やメ

ラミン化粧板の販売強化などを推進いたしました。

この結果、当連結会計年度の売上高は163,726百万円となり、前連結会計年度と比べ8.0％増加いたしまし

た。

 

＜売上総利益＞
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売上総利益は47,614百万円となり、前連結会計年度と比べ4.6％増加いたしました。

経営資源の効率的な活用に一層の努力を続けるとともに、グループ一丸となって業務改革を推進し、生産効

率の向上に努めました。

 

＜販売費及び一般管理費、営業利益＞

販売費及び一般管理費は荷造運搬費、退職給付費用等の増加により1,122百万円増加の28,521百万円となりま

した。この結果、営業利益は19,092百万円となり、前連結会計年度と比べ5.5％増加いたしました。

 

＜営業外収益、営業外費用、経常利益＞

営業外収益は316百万円増加の1,426百万円、営業外費用は82百万円増加の919百万円となりました。この結

果、経常利益は19,600百万円となり、前連結会計年度と比べ6.7％増加いたしました。

 

＜税金等調整前当期純利益、親会社株主に帰属する当期純利益＞

税金等調整前当期純利益は19,600百万円となり、前連結会計年度と比べ7.7％増加いたしました。

また、親会社株主に帰属する当期純利益は11,996百万円となり、前連結会計年度と比べ8.4％増加いたしまし

た。

 

b.当連結会計年度の資本の財源及び資金の流動性についての分析

「第２　事業の状況　３ 経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析 (1)経営成

績等の状況の概要 ②キャッシュ・フローの状況」に記載のとおりであります。

 

 

４【経営上の重要な契約等】

　特記事項はありません。
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５【研究開発活動】

当社グループの研究開発活動は、主として有価証券報告書提出会社であるアイカ工業株式会社にて行っており

ます。その内容は、以下のとおりであります。

当社は、オリジナル性の高い技術開発を進め、安全・安心・健康、省エネルギーに配慮しながら、様々な社会

課題を解決するとともに、変動する国内外の市場ニーズにマッチした競争力のある新商品開発を推進しておりま

す。また、スマートフォン、有機ELディスプレイ関連材料やLED関連材料などの機能材料事業を強化し育成すると

共に海外事業の拡大に注力しております。当連結会計年度の研究開発費の総額は2,856百万円であり、主な研究開

発の概要とその成果は、次のとおりであります。

 

（1）化成品

化成品分野におきましては、「環境」「改修」「海外」をキーワードに研究開発を進めております。

接着剤系商品では、環境対応型（Ｆ☆☆☆☆対応、ＪＡＩＡ ４ＶＯＣ基準適合）変性シリコーン樹脂系

の内外装タイル用接着剤「アイカエコエコボンドＳＥ－３５/Ｈ」はタイル接着の長期信頼性に優れ、「ス

トロンガードタイル工法」は新しい建築技術として認められ建築技術審査証明を取得しました。建築樹脂

系商品としては、構造物の長寿命化に貢献するため、コンクリートの剥落防止対策工法として「クリアタ

フレジン工法（ウレアウレタン樹脂）」を上市しました。また、トンネル向け剥落防止対策工法として

「ストロンガードＴＮＫ工法」を上市、新規格に対応した工法となっています。塗り壁用途では大面積向

け仕上げ塗材「ジョリパットワイド」を上市、シーラーレスで工程の短縮が図れます。今後も、建築、土

木分野の改修市場へ更なる新商品、新工法を投入すべく商品開発に努めてまいります。

電子材料商品では、スマートフォン、有機ELディスプレイ向けに、高機能コーティング剤・接着剤・封

止剤「アイカアイトロン（紫外線（UV）硬化型樹脂）」のラインナップを拡充し、スピーディーに市場投

入して参りました。また、自動車内装部品の成型用ハードコートフィルム「ルミアート」を発売、耐久性

と成型性を両立した各種成型加飾加工が可能となりました。有機微粒子商品では、伸張著しいLED照明に使

用される拡散板向けに拡散剤のラインナップを拡充、積極的に市場投入してまいりました。今後も国内外

での販売拡大と最新市場動向にマッチする新商品開発に努めてまいります。

なお、当連結会計年度の研究開発費は1,986百万円であります。

 

（2）建装建材

建装材分野におきましては、「意匠/デザイン」「機能」「省施工」をキーワードに、差別化を図ること

ができる商品の研究開発を進めております。

照明のLED化に伴い、光の反射を抑えたマットな質感の化粧板へのニーズに応えるべく、「ベルタッチ」

を発売、シルクのようになめらかな手触りも実現し、高級感を演出できます。また、ホテルの客室改修や

店舗改修の現場で好評を得ている粘着剤付きメラミンシートのラインナップを拡充し、防火認定を取得し

た商品「メラタックプラス」を発売、壁面に使用する場合の内装制限にも対応可能になりました。

アイカテック建材株式会社とのシナジーによる商品として、天然石や陶板などの質感を備えた軽量かつ

省施工可能な不燃化粧材「アルディカ」を発売しました。今後も引き続きアイカの有機樹脂合成技術、成

形技術、デザイン力に、アイカテック建材株式会社が有する無機技術、不燃化技術を融合させた特徴のあ

る商品の開発に努めてまいります。

住器建材分野におきましては、住宅市場以外の商品にも注力し、「加工技術」を建装材分野とも連携し

た研究開発を進めております。

住宅市場以外の育児施設向けとして、園児向け手洗い「キッズ洗面セット」に対し、サイズ対応等の商

品強化を行いました。その他、キッズ向けトイレブース「まなブース」、乳幼児用安全柵「ベビーゲー

ト」、指詰め防止機能付建具を発売いたしました。又、同様市場である、教育施設向け商品として、小学

生向け洗面セットの発売を行い、より存在感のある商品体系化を実施しました。

好調をキープしている高級人造石「フィオレストーン」では、トレンドを意識した色柄開発を行い、３

柄追加投入し、更なる市場定着化を図ります。

住宅市場向けとしては、造作型洗面ユニット「スマートサニタリーシリーズ」の機能追加・改定を行

い、また、内装材「モイスＮＴ」にデザイン・エンボス加工品を発売し、より選ばれ易い特徴のある商品

にしています。

今後も引き続き、素材をいかした加工技術で、住宅・非住宅分野への市場に対し、特徴のある商品の開

発に努めてまいります。

なお、当連結会計年度の研究開発費は869百万円であります。
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第３【設備の状況】

１【設備投資等の概要】

　当連結会計年度の設備投資については、生産体制の強化を図るべく、化成品、建装建材及び全社共通を中心に

4,057百万円の設備投資を実施しております。

　化成品事業部門においては、生産設備の増強・更新及び研究開発の促進等の設備投資を実施しました。この結

果、設備投資総額は2,663百万円となりました。

　建装建材事業部門においては、生産設備の増強・更新及び研究開発の促進等の設備投資を実施しました。この結

果、設備投資総額は1,217百万円となりました。

　全社部門においては、設備投資総額は、176百万円となりました。

　また、上記設備投資以外にソフトウエア投資等を465百万円実施しました。

　なお、当連結会計年度においては、重要な設備の除却、売却等はありません。
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２【主要な設備の状況】

当社グループにおける主要な設備は、次のとおりであります。

(1）提出会社

平成30年３月31日現在
 

事業所名
（所在地）

セグメント
の名称

設備の内容

帳簿価額（百万円）

従業
員数
（名）

建物及び
構築物

機械装置
及び
運搬具

土地
リース
資産

その他 合計
面積
(平方米)

金額

名古屋工場

（愛知県清須市）

化成品、

建装建材、
 製造設備 748 549

40,621

(12,879）
81 16 164 1,560 261

甚目寺工場

（愛知県あま市）

化成品、

建装建材

製造設備

研究用設備
832 576

34,075

(990)
576 1 81 2,069 166

福島工場

（福島県岩瀬郡鏡石町）

化成品、

建装建材

製造設備

研究用設備

販売用設備

416 168 47,257 657 0 6 1,249 63

広島工場

（広島県三原市）
化成品 製造設備 128 97 8,482 33 0 3 263 28

茨城工場

（茨城県古河市）
化成品

製造設備

研究用設備
241 36 20,250 360 0 16 654 13

丹波工場

（兵庫県丹波市）
化成品

製造設備

研究用設備
640 425 34,960 505 46 46 1,664 99

伊勢崎工場

（群馬県伊勢崎市）
化成品 製造設備 487 435

45,383

(679)
946 － 77 1,946 55

札幌支店

（札幌市白石区）

化成品、

建装建材
販売用設備 28 － 1,045 9 0 0 38 11

仙台支店

（仙台市若林区）

化成品、

建装建材
販売用設備 28 － 1,367 17 0 0 46 13

東京支社

（東京都練馬区）

化成品、

建装建材
販売用設備 175 6 1,791 103 0 18 304 110

名古屋支店

（名古屋市千種区）

化成品、

建装建材
販売用設備 456 21 1,507 1,203 0 10 1,692 69

大阪支店

（大阪市中央区）

化成品、

建装建材
販売用設備 528 26 863 553 0 29 1,137 63

広島支店

（広島市南区）

化成品、

建装建材
販売用設備 26 0 790 60 0 0 87 12

福岡支店

（福岡市博多区）

化成品、

建装建材
販売用設備 344 － 1,925 905 0 52 1,303 27

（注）１　「帳簿価額」は建設仮勘定を除く有形固定資産の金額であります。

２　（　）書は連結会社以外からの賃借中のものを内書で示しております。
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(2）国内子会社

平成30年３月31日現在
 

会社名
（所在地）

事業所名
セグメン
トの名称

設備の
内容

帳簿価額（百万円）

従業
員数
（名）

建物及び
構築物

機械装置
及び
運搬具

土地
リース
資産

その他 合計
面積
(平方米)

金額

アイカインテリア

工業㈱

（愛知県小牧市）

本社・

工場
建装建材 製造設備 242 109

10,687

〔4,450〕

422

〔250〕
－ 9

783

〔250〕
57

アイカハリマ工業㈱

（兵庫県加西市）

本社・

工場
建装建材 製造設備 947 479

38,182

（37,334）
117 2 44 1,591 113

西東京ケミックス㈱

（東京都千代田区）
本社 化成品

販売用

設備
7 － 760 102 － 3 114 38

アイカテック建材㈱

（東京都練馬区）

本社・

工場
建装建材

製造設備

販売用

設備

462 730
127,160

(67,384)
1,065 42 155 2,456 176

（注）１　「帳簿価額」は建設仮勘定を除く有形固定資産の金額であります。

２　（　）書は連結会社以外からの賃借中のものを内書で示しております。

３　〔　〕書は連結会社からの賃借中のものを内書で示しております。
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(3）在外子会社

平成30年３月31日現在
 

会社名

（所在地）
事業所名

セグメント

の名称
設備の内容

帳簿価額（百万円）

従業

員数

（名）
建物及び

構築物

機械装置

及び

運搬具

土地
リース

資産
その他 合計面積

(平方米)
金額

アイカインドネシア社

（インドネシア国

西ジャワ州）

本社・

工場

化成品、

建装建材

製造設備

販売用設備
451 577

23,391

（23,391）
－ － 9 1,039 227

テクノウッド社

（インドネシア国

西ジャワ州）

本社・

工場
建装建材 製造設備 150 23

24,724

（24,724）
－ － 6 180 100

昆山愛克樹脂有限公司

（中国昆山市）

本社・

工場
化成品 製造設備 283 90

25,229

（25,229）
－ － 6 380 32

アイカ・ラミネーツ・

インディア社

（インド国ニューデリー）

本社・

工場
建装建材

製造設備

販売用設備
115 286

60,230

（60,230）
－ － 16 418 184

アイカニュージーランド社

（ニュージーランド国）

本社・

工場
化成品

製造設備

販売用設備
1,023 21

79,274

（75,598）
280 － 19 1,346 46

アイカインドリア社

（インドネシア国

ジャカルタ州）

本社・

工場
化成品

製造設備

販売用設備
43 256

30,346

（30,346)
－ － 25 875 438

アイカシンガポール社

（シンガポール国）

本社・

工場
化成品

製造設備

販売用設備
211 85

22,977

（22,977)
－ 5 147 449 47

ダイネア南京社

（中国南京市）

本社・

工場
化成品

製造設備

販売用設備
798 1,909

42,020

(42,020)
－ － 52 2,760 108

アイカハチャイ社

（タイ国ソンクラー県）

本社・

工場
化成品

製造設備

販売用設備
250 757 32,208 37 － 8 1,054 90

ダイネア広東社

（中国肇慶市）

本社・

工場
化成品

製造設備

販売用設備
183 438

49,823

(49,823)
－ － 141 763 155

アイカドンナイ社

（ベトナム国

ホーチミン市）

本社・

工場
化成品

製造設備

販売用設備
35 441

30,000

(30,000)
－ ー 2 479 128

タイ・ケミカル・

コーポレーション社

（タイ国

サムットプラカーン県）

本社・

工場
化成品

製造設備

販売用設備
165 109 31,355 852 － 39 1,167 96

エバモア・ケミカル・

インダストリー社

（台湾国南投市）

本社・

工場
化成品

製造設備

販売用設備
485 807 32,775 3,947 － 21 5,262 153

肯美特材料科技股份

有限公司

（台湾国南投市）

本社・

工場
化成品

製造設備

販売用設備
153 119 2,860 407 － 9 690 23

克哲国際貿易有限公司

（台湾国台中市）

本社・

工場
化成品

製造設備

販売用設備
188 2 　　31 38 － 3 233 5

東莞寶建高分子材料

有限公司

（中国東莞市）

本社・

工場
化成品

製造設備

販売用設備
189 197

61,239

（61,239）
－ － － 386 129

（注）１「帳簿価額」は建設仮勘定を除く有形固定資産の金額であります。

２　（　）書は連結会社以外からの賃借中のものを内書で示しております。

 

 

３【設備の新設、除却等の計画】

(1）重要な設備の新設等

　特に記載すべき事項はありません。

 

(2）重要な設備の除却等

　特に記載すべき事項はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 116,577,000

計 116,577,000

 

②【発行済株式】

種類
事業年度末現在
発行数（株）

（平成30年３月31日）

提出日現在
発行数（株）

（平成30年６月25日）

上場金融商品取引
所名又は登録認可金
融商品取引業協会名

内容

普通株式 67,590,664 67,590,664

東京証券取引所

市場第一部

名古屋証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 67,590,664 67,590,664 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　ストックオプション制度の内容は「第５　経理の状況　１　連結財務諸表等 (1) 連結財務諸表　注記事

項」の(ストックオプション等関係)に記載しております。

 

 

②【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

 

③【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
 

（百万円）

資本金残高
 

（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成23年11月15日（注） △2,300 67,590 － 9,891 － 13,277

（注）自己株式の消却による減少であります。
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（５）【所有者別状況】

平成30年３月31日現在
 

区分

株式の状況（１単元の株式数100株） 単元未満

株式の

状況

（株）

政府及び

地方公共

団体

金融機関
金融商品

取引業者

その他の

法人

外国法人等 個人

その他
計

個人以外 個人

株主数（人） － 56 26 267 252 － 3,950 4,551 －

所有株式数

（単元）
－ 243,567 5,505 145,964 165,061 － 115,269 675,366 54,064

所有株式数の割合

（％）
－ 36.06 0.82 21.61 24.44 － 17.07 100 －

（注）自己株式2,304,868株は、「個人その他」に23,048単元、「単元未満株式の状況」に68株含まれております。
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（６）【大株主の状況】

  平成30年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

（千株）

発行済株式（自

己株式を除

く。）の総数に

対する所有株式

数の割合（％）

日本マスタートラスト

信託銀行株式会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11番３号 4,972 7.62

日本トラスティ・サービス

信託銀行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８－11 3,452 5.29

アイカ工業取引先持株会 愛知県清須市西堀江2288番地 2,078 3.18

日本トラスティ・サービス

信託銀行株式会社（信託口9）
東京都中央区晴海１丁目８-11 1,707 2.61

アイカ工業株式保有会 愛知県清須市西堀江2288番地 1,562 2.39

BBH FOR MATTHEWS JAPAN FUND

（常任代理人

株式会社三菱UFJ銀行）

４ EMBARCADERO CTR STE 550 SAN FRANCISCO

CALIFORNIA（東京都千代田区丸の内２丁目７-

１　決済事業部）

1,335 2.05

住友生命保険相互会社

（常任代理人

日本トラスティ・サービス

信託銀行株式会社）

東京都中央区築地７丁目18－24

（東京都中央区晴海１丁目８-11）
1,318 2.02

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 1,300 1.99

大日本印刷株式会社 東京都新宿区市谷加賀町１丁目１番１号 1,293 1.98

デンカ株式会社 東京都中央区日本橋室町２丁目１-１ 1,229 1.88

計 － 20,249 31.02
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

2,304,800
－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式

65,231,800
652,318 －

単元未満株式
普通株式

54,064
－ －

発行済株式総数 67,590,664 － －

総株主の議決権 － 652,318 －

 

②【自己株式等】

平成30年３月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所

自己名義

所有株式数

（株）

他人名義

所有株式数

（株）

所有株式数

の合計

（株）

発行済株式

総数に対する

所有株式数の

割合（％）

アイカ工業㈱ 愛知県清須市西堀江2288番地 2,304,800 － 2,304,800 3.41

計 － 2,304,800 － 2,304,800 3.41
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２【自己株式の取得等の状況】

【株式の種類等】　会社法第155条第７号に該当する普通株式の取得

（１）【株主総会決議による取得の状況】

　該当事項はありません。

 

（２）【取締役会決議による取得の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

区分 株式数（株） 価額の総額（円）

当事業年度における取得自己株式 993 3,754,355

当期間における取得自己株式 276 1,108,730

（注）　当期間における取得自己株式には、平成30年６月１日からこの有価証券報告書提出日までの単元未満株式の買

取りによる株式は含まれておりません。

 

（４）【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

区分

当事業年度 当期間

株式数（株）
処分価額の総額
（円）

株式数（株）
処分価額の総額
（円）

引き受ける者の募集を行った取得自己株式 － － － －

消却の処分を行った取得自己株式 － － － －

合併、株式交換、会社分割に係る移転を行った

取得自己株式
－ － － －

その他（新株予約権の行使） － － － －

保有自己株式 2,304,868 － 2,305,144 －

（注）　当期間における保有自己株式数には、平成30年６月１日からこの有価証券報告書提出日までの単元未満株式の

買取り及び売渡ならびに新株予約権の行使による株式は含まれておりません。
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３【配当政策】

利益配分については、株主の皆様への利益還元と会社の持続的な成長を持続するため、連結業績、配当性向お

よび内部留保を総合的に勘案したうえで配当を行っていく考えであります。現中期経営計画「Ｃ＆Ｃ　2000」に

おいては、連結配当性向50％を目処に業績に連動した株主還元を実施してまいります。ただし、この配当性向は

資産譲渡等の特殊・特別な損益を除外し、計算した親会社株主に帰属する当期純利益に対する配当性向としてお

ります。

当社の配当は、中間配当及び期末配当の年２回を基本的な方針としております。配当の決定機関は、中間配当

は取締役会、期末配当は株主総会であります。

当事業年度の配当金については、上記方針ならびに過去の還元実績を考慮し、従来公表しておりました１株当

たり期末配当金48円から２円増額し、50円といたしました。この結果、年間配当は中間配当金１株当たり42円と

合わせて92円となります。

内部留保資金の使途については、既存コア事業の拡大の設備投資や、Ｍ＆Ａ等将来の企業価値を高めるための

投資に優先的に活用する等、長期的な視点で投資効率を考え行っていきます。

なお、当社は会社法第454条第５項に規定する中間配当をすることができる旨を定款で定めております。

 

（注）　基準日が当事業年度に属する剰余金の配当は、以下のとおりであります。

決議年月日
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当額
（円）

平成29年10月26日

取締役会決議
2,742 42

平成30年６月22日

定時株主総会決議
3,264 50

 

 

４【株価の推移】

（１）【最近５年間の事業年度別最高・最低株価】

回次 第114期 第115期 第116期 第117期 第118期

決算年月 平成26年３月 平成27年３月 平成28年３月 平成29年３月 平成30年３月

最高（円） 2,342 2,855 2,946 3,175 4,285

最低（円） 1,607 2,040 1,910 2,150 2,897

（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所（市場第一部）における市場価格によるものです。

 

（２）【最近６月間の月別最高・最低株価】

月別 平成29年10月 平成29年11月 平成29年12月 平成30年１月 平成30年２月 平成30年３月

最高（円） 4,010 3,995 4,270 4,285 4,285 4,060

最低（円） 3,660 3,735 3,885 4,075 3,815 3,660

（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所（市場第一部）における市場価格によるものです。
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５【役員の状況】

男性11名　女性－名　（役員のうち女性の比率－％）

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
（千株）

代表取締役

/社長執行

役員

 小　野　勇　治 昭和31年８月24日生

昭和54年４月 当社入社

（注）３ 64

平成12年４月 当社化成品開発第一部長

平成14年10月 当社化成品カンパニー営業部長

平成16年４月 当社化成品カンパニー副カンパニー長

平成16年６月 当社執行役員

平成16年10月 当社第二Ｒ＆Ｄセンター長

平成20年４月 当社化成品カンパニー長

平成20年６月 当社取締役

平成21年６月 当社常務取締役

平成22年６月

 
平成30年６月

当社代表取締役（現任）

当社取締役社長

当社社長執行役員（現任）

取締役/

専務執行

役員

 
財務統括部

担当/

経営企画部

担当/

物流部担

当/

業務統括部

担当/

情報システ

ム部長

百　々　　　聡 昭和32年８月16日生

昭和55年４月 株式会社東海銀行入行

（注）３ 23

平成15年３月 株式会社ＵＦＪ銀行蒲郡支店長

平成19年３月 株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行

守口支社長

平成21年４月 当社入社、当社総務部担当、

財務企画部長

平成21年６月 当社執行役員

平成22年１月 当社総合企画部長

平成22年６月

平成24年11月

当社取締役

当社広報・ＩＲ室長

平成25年４月 当社海外事業部長、

西東京ケミックス株式会社

代表取締役社長

平成26年４月 当社総合企画部長

平成26年６月 当社常務取締役

平成27年４月 当社財務統括部担当

平成27年10月 当社財務統括部長、

経営企画部担当(現任)、

情報システム部担当

平成29年４月 当社財務統括部担当（現任）、

物流部担当（現任）

平成30年４月 当社業務統括部担当（現任）、情報シ

ステム部長（現任）

平成30年６月 当社取締役（現任）

専務執行役員（現任）

取締役/

専務執行

役員

建装・建材

カンパニー

長

/営業統括

本部長

岩　瀬　幸　廣 昭和30年11月20日生

昭和54年４月 当社入社

（注）３ 28

平成14年４月 当社首都圏第二営業統括、

 
平成15年４月

 
平成17年４月

東京支店長

当社首都圏営業統括、東京支店長、

当社執行役員

当社建装材カンパニー

 
平成18年４月

 

副カンパニー長

当社東海北陸営業統括、

名古屋支店長

平成20年４月

平成21年２月

当社市場開発部長

当社九州営業統括、福岡支店長

平成22年４月 当社九州統括、中四国統括

平成22年６月 当社上席執行役員

平成23年４月 当社建装材カンパニー長

平成23年６月 当社取締役

平成25年４月 当社営業カンパニー営業統括部長

平成26年４月 当社営業カンパニー副カンパニー長、

同カンパニー首都圏担当

平成27年４月 当社建装・建材カンパニー長（現任）

平成27年10月 当社建装・建材カンパニー技術部長

平成28年６月 当社常務取締役

平成29年４月 当社直需部担当、

設計推進部担当

平成30年４月 当社営業統括本部長（現任）

平成30年６月 当社取締役（現任）、

専務執行役員（現任）
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役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
（千株）

取締役/

常務執行

役員

化成品カン

パニー長/

営業統括本

部副本部長

/アイカ・

アジア・

パシフィッ

ク・ホール

ディング社

取締役会長

大　村　信　幸 昭和39年４月７日生

昭和63年４月 三井物産株式会社入社

（注）３ 18

平成15年10月 同社中部支社物資部物資室長

平成20年６月 同社コンシューマーサービス事業

第二本部次長

平成21年１月 当社入社

当社海外事業部副事業部長

平成21年４月 当社海外事業部長

平成21年６月 当社取締役

平成23年４月 当社新規事業室長、法務監査室長、

広報・ＩＲ室長

平成24年11月 当社海外事業部副事業部長

平成24年12月 アイカ・アジア・パシフィック・

ホールディング社

取締役副会長

平成27年４月 アイカ・アジア・パシフィック・

ホールディング社

取締役会長（現任）

平成28年４月 当社化成品カンパニー海外事業管掌

平成29年６月 当社常務取締役

平成30年４月 当社化成品カンパニー長（現任）

営業統括本部副本部長（現任）

平成30年６月 当社取締役（現任）

常務執行役員（現任）

取締役/

常務執行

役員

生産担当/

購買部長
森　　　良　二 昭和34年９月29日生

昭和57年４月 当社入社

（注）３ 15

平成12年５月 当社化粧板生産部長

平成15年４月 当社建装材カンパニー

生産統括部本社工場長

平成18年４月 当社建装材カンパニー生産統括部長

平成21年10月 当社化成品カンパニー生産統括部長

平成23年６月 当社執行役員

平成24年４月 当社建装材カンパニー生産統括部長

平成25年４月 当社建装・建材カンパニー

生産統括部長

平成25年６月 当社上席執行役員

平成27年６月 当社取締役（現任）

平成28年４月 当社建装・建材カンパニー生産統括部

本社工場長

平成30年４月 当社生産担当（現任）、

購買部長（現任）

平成30年６月 当社常務執行役員（現任）
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役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
（千株）

取締役  小　倉　健　二 昭和22年10月１日生

昭和45年４月 ソニー株式会社入社

（注）３ －

昭和63年10月 ソニー長崎株式会社 取締役管理部長

平成７年６月 ソニー国分株式会社 取締役管理部長

平成９年10月 エスティ・エルシーディ株式会社

取締役管理部長

平成14年６月 同社常務取締役

平成15年６月 同社代表取締役副社長

平成17年６月 同社代表取締役社長

平成23年１月 ＣarrierＩntegration株式会社

監査役、

ＷaferＩntegration株式会社

監査役

平成24年６月 株式会社クーレボ 社外監査役

平成26年６月

平成27年６月

当社社外取締役（現任）

株式会社クーレボ 社外取締役

（現任）

取締役  花　村　淑　郁 昭和28年９月23日生

昭和57年４月

 

弁護士登録

石原法律事務所

（現　石原総合法律事務所）入所

（注）３ －

平成11年１月 名古屋地方裁判所鑑定委員（現任）

平成12年４月 名古屋弁護士会あっせん仲裁

センター あっせん仲裁人（現任）

平成16年４月 石原総合法律事務所副所長（現任）

平成18年４月 名古屋家庭裁判所家事調停委員

（現任)

平成18年10月 日本司法支援センター愛知地方

事務所地方扶助審査委員（現任）

平成21年７月 愛知県建設工事紛争審査会委員

平成24年10月 愛知住宅紛争審査会処理委員（現任）

平成25年11月 愛知県建設工事紛争審査会会長

平成27年６月 当社社外監査役

平成28年６月 当社社外取締役（現任）
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役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期

所有

株式数

(千株）

常勤監査役  岩　田　照　徳 昭和29年６月10日生

昭和52年３月

平成14年４月

当社入社

当社電子カンパニー長、執行役員

（注）４ 53

平成16年４月 当社建装材カンパニー副カンパニー長

平成16年６月 当社取締役

平成16年10月 当社物流部担当

平成17年４月 当社建装材カンパニー長

平成18年10月 当社第一Ｒ＆Ｄセンター長

平成20年４月 当社Ｒ＆Ｄセンター長、

知的財産部長

平成20年６月 当社常務取締役

平成21年７月 当社電子カンパニー担当

平成23年６月 当社社長補佐

平成25年４月 当社建装・建材カンパニー長

平成27年４月 当社社長補佐、特命事項担当

平成27年６月 当社常勤監査役（現任）

常勤監査役  小 瀬 村　　久 昭和36年６月12日生

昭和60年４月 当社入社

（注）４ 14

平成13年４月 当社福島営業所長

平成15年４月 当社住器建材カンパニー埼玉支店長

平成19年４月 当社東北営業統括、仙台支店長

平成22年４月 当社東京支店長、

同支店住器建材カンパニー部長

平成22年６月 当社執行役員

平成22年10月 当社首都圏統括、東京支店長

平成24年６月 当社上席執行役員

平成25年４月 当社営業カンパニー東京支社長

平成26年４月 当社営業カンパニー営業統括部長

平成26年６月 当社取締役

平成28年４月 当社首都圏統括、東京支社長

平成30年４月 当社社長補佐、

特命事項担当

平成30年６月 当社常勤監査役（現任）

監査役  加　藤　正　和 昭和22年11月11日生

昭和48年10月 監査法人丸の内会計事務所

（現　有限責任監査法人トーマツ）

入所

（注）４ 2

平成16年４月 税理士法人トーマツへ転籍

平成21年６月 税理士法人トーマツ退任

平成21年７月 公認会計士・税理士

加藤正和事務所所長（現任）

平成22年６月 天野エンザイム株式会社監査役

（現任）

平成23年１月 株式会社ミツカングループ本社

（現　株式会社Mizkan Holdings)

監査役

（社外取締役）（現任）

平成23年６月 当社監査役（現任）

平成24年６月 天野エンザイムホールディングス

株式会社監査役（現任）

平成28年11月

 

株式会社山崎ホールディングス監査役

（現任）
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役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
（千株）

監査役  片　桐　清　志 昭和21年９月20日生

昭和44年４月

 

日本電信電話公社（現　日本電信電話

株式会社）入社

（注）５ 0

平成６年４月

 

日本電信電話株式会社　東海支社

副支社長

平成９年７月

 

シーキューブ株式会社　顧問

経営企画室長

 
平成10年６月 同社専務取締役

平成11年６月 同社代表取締役社長

平成23年６月 同社取締役相談役

平成29年６月 マイプラネット株式会社

代表取締役社長（現任）

平成30年６月 当社監査役（現任）

計 220

 

 （注）１　取締役小倉健二氏及び花村淑郁氏は、社外取締役であります。

　　　２　監査役加藤正和氏及び片桐清志氏は、社外監査役であります。

　　　３　平成30年６月22日開催の定時株主総会の終結の時から１年間であります。

　　　４　平成27年６月24日開催の定時株主総会の終結の時から４年間であります。

　　　５　平成30年６月22日開催の定時株主総会の終結の時から４年間であります。

　　　６　当社は、法令に定める監査役の員数を欠くことになる場合に備え、会社法第329条第３項に定める補欠監査

役１名を選任しております。補欠監査役の略歴は次のとおりであります。

 

  氏名 生年月日 略歴
所有
株式数
（千株）

 

  春　馬　　　学 昭和48年11月４日生

平成13年10月 弁護士登録

石原総合法律事務所入所

-  
平成18年10月 春馬・野口法律事務所開設

＜重要な兼職の状況＞

株式会社ネクステージ　社外監査役

ポバール興業株式会社　社外監査役
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６【コーポレート・ガバナンスの状況等】

（１）【コーポレート・ガバナンスの状況】

(1）企業統治の体制

・企業統治の体制の概要

当社では、コーポレート・ガバナンスを経営の最重要課題のひとつと認識し、役割と責任の明確化によるス

ピーディーな意思決定と情報開示を実施していくことで経営の効率化・透明性の確保を図っていきたいと考え

ております。

なお、平成18年５月８日開催の取締役会において会社法第362条第５項ならびに会社法第362条第４項６号に

基づき、内部統制システムの基本方針に関する事項を決議しております。

＜会社の機関の内容＞

１）取締役・取締役会

取締役会は当社の経営に関わる重要な事項について意思決定する最高機関であり、取締役７名で構

成されております。なお、取締役会の監督機能強化の為、社外取締役２名を選任しております。

定時取締役会が原則毎月１回開催されるほか、必要に応じて臨時取締役会が開催されております。

また、平成28年４月より取締役会の任意の諮問委員会として、社外役員を主な構成員とする「ガバナ

ンス委員会」を設置し、企業の持続的な成長と統治機能の更なる充実を目指しています。

２）監査役・監査役会

当社は、監査役制度を採用しております。監査役は４名にて監査役会が構成されており、４名のう

ち２名は非常勤の社外監査役であります。監査役会は、原則毎月１回開催されております。各監査役

が取締役会に出席するほか常勤監査役は経営推進会議、その他重要な会議に出席し、必要に応じて業

務執行担当部署の往査、決裁書類その他重要な書類の閲覧、国内外の子会社の調査、会計監査人から

の監査報告及び意見交換会議などを実施し、独立した立場から業務監査、会計監査を行っておりま

す。

３）執行役員制度

当社は、平成14年４月に業務執行の迅速化を図ることを目的として、執行役員制度を導入いたしま

した。また、取締役が担っていた経営機能と執行機能の分離・推進を維持しつつ、経営の健全性と効

率性をより高めるため、平成30年６月より社内取締役が執行役員を兼務する形を執り、執行機能にお

いて執行役員の職務分掌を明確化しております。なお、執行役員は18名で構成されております。

４）経営会議

当社は、取締役に業務執行責任者を加えて構成する経営会議を設置しております。経営会議は、原

則毎月１回開催され、取締役会に付議する議案の事前審議及び当社規程に基づく決裁機能を有し、取

締役会での決定事項の迅速な展開ならびに業務執行における審議及び報告を行っております。

５）経営推進会議

経営推進会議には、取締役、監査役、執行役員をはじめ業務執行部門の長が参加し、原則、四半期

毎に業務執行報告、課題検討等を行い、業務内容及び執行状況の監視が行える体制をとっておりま

す。
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＜企業統治の体制及び内部統制の仕組み＞

（平成30年６月25日現在）

・企業統治の体制を採用する理由

当社の企業統治の体制は、取締役・監査役・執行役員制度を採用しております。

これは、（ⅰ）お客様の視点に立った経営を推進するために取締役が経営の重要事項の意思決定に関与する

べきであること、また、（ⅱ）健全かつ効率的な業務執行を行うために、業務執行を担う執行役員の執行状況

の監視機能を、社外取締役を含む取締役が持つべきであること、そして（ⅲ）社外監査役を含む監査役が、経

営の意思決定及び業務執行を含む経営全体の監査を行う体制が望ましいこと、を理由としております。

・業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概要

当社が業務の適正を確保するための体制として取締役会において決議した事項は次のとおりであります。

 

＜取締役ならびに使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制＞

１）コンプライアンス体制にかかる規程を整備し、取締役ならびに使用人が法令・定款及び当社の経営理

念を遵守するための行動規範「アイカグループ行動規範」を策定し、その行動規範に基づく具体的な行

動基準を「アイカグループ社員の行動指針」にて定めています。それらを当社及びグループ全体の役職

員に展開し、周知徹底を図ります。

２）「企業倫理委員会」において企業活動における法令遵守とそのために必要な施策の企画や立案を行い、

取締役ならびに使用人への周知徹底を図ります。

３）品質（ISO9001）・環境（ISO14001）・労働安全衛生（OHSAS18001）マネジメントシステムを「三位一

体の活動」として全社に展開し、各マネジメントシステムにおいて法令・法規制等の要求事項を遵守し

ます。

４）当社グループ全体で内部通報制度の自浄機能を発揮させ、早期に問題点の把握と解決を図ります。
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５）内部監査を専門とする組織「内部監査室」及びコンプライアンス活動を推進する組織「総務部法務グル

ープ」が、当社グループ全体の内部統制活動、コンプライアンス体制及びコンプライアンス上の問題の

有無を調査・検討します。

６）市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力及び団体に対しては、毅然たる態度で臨み、一切の

関係を遮断・排除します。また、弁護士、警察等の外部専門機関とも連携し組織的に対応します。

 

＜取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制＞

１）取締役の職務の執行に関する情報・文書は、社内規程及び関連する文書管理マニュアルに基づき、適

切な文書の保存ならびに管理体制を維持します。

２）株主総会議事録・取締役会議事録・経営推進会議議事録・グループ代表者会議議事録・稟議書ならびに

関連資料は経営企画部が、契約書ならびに関連資料などの重要文書類は総務部法務グループがそれぞれ

保管・管理します。

３）取締役、執行役員、監査役は、常時これらの文書等の閲覧または謄写ができます。

 

＜損失の危険の管理に関する規程その他の体制＞

１）経営環境を取り巻く各種リスク（法令遵守・災害・製品・品質・物流・安全衛生・環境・情報セキュリ

ティ）については、それぞれの対応部署において検証し、規程・ガイドラインを制定します。また、リ

スク評価は定期的に取締役会・監査役会に報告します。

２）取締役会・監査役会は、必要に応じ各種リスクについて審議し、法律上の判断が必要な場合は顧問弁護

士等に意見を求めるなど対策を講じます。

 

＜取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制＞

１）執行役員制度を設け、取締役の監督機能と執行機能の分離を図ってきましたが、社内取締役が重要な執

行機能を担っている実態に合わせ、社内取締役が執行役員を兼任する形を執り、執行機能において執行

役員の職務分掌を明確化することで業務執行のさらなるスピードアップを図ります。

２）取締役会は、経営方針、法令で定められた事項やその他経営に関する重要事項を決定し、業務執行状況

を監督することでコーポレートガバナンス強化を図ります。取締役会は、審議の活性化を図り、経営の

透明性・客観性を確保するため、会社業務に精通している社内取締役と独立性・客観性・専門性を備え

た社外取締役を含む取締役で構成します。

３）年度目標は中期経営計画に基づき策定します。各部門はその目標達成に向けて目標と予算を策定し、併

せて具体策を立案し実行します。

 

＜当該株式会社ならびに子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制＞

１）企業集団としての企業行動指針を定め、コンプライアンスや理念の統一をめざし、各子会社ごとに当

社の取締役・執行役員等より責任担当を決め、事業を総括的に管理します。

２）当社は、子会社の経営内容を把握し、かつ業務の適正を確保するため、「関係会社管理規程」に基づ

き、重要事項について当社（取締役会または代表取締役）の承認または当社への報告を求めます。

３）当社は、グループ代表者会議を開催し、当社グループにおける業務執行の状況報告と重要事項の報告

を行い、グループ全体の迅速な意思決定と適正な業務遂行を行います。

 

＜監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する事項及び取締役

からの独立性に関する事項＞

１）監査役の職務を補助すべき使用人として、監査役付を置いております。監査役付は、監査役の指示に

従いその職務を行います。

なお、監査役付の独立性を確保するため、当該使用人に関する指揮命令権・人事権については、監査

役・監査役会の事前の同意を得て行います。

２）監査役より監査業務に必要な業務指示及び命令を受けた当該使用人は、監査役が指定する補助すべき

期間中は、その業務指示に関して、取締役及び他の使用人の指揮命令を受けないこととし、監査役に

係る業務に優先して従事します。
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＜取締役及び使用人が監査役に報告をするための体制、その他の監査役への報告に関する体制＞

１）当社及び当社子会社の取締役及び使用人は、各監査役の要請に応じて必要な報告及び情報提供を行い

ます。

２）当社及び当社子会社の取締役及び使用人は、会社に著しい損害を及ぼすおそれのある事実を発見した

ときは法令に従い直ちに監査役会に報告します。その他、法定事項に加え、取締役との協議により決

定する下記事項を報告します。

※内部統制システムの整備・運用に関わる件、子会社の監査役の監査状況、重要な会計方針、会計基準及

びその変更、業績及び業績見込の発表内容、重要な開示書類の内容、稟議書及び監査役から要求された

会議議事録など

３）監査役へ報告を行った取締役及び使用人に対し、不利益が生じないことを確保します。

 

＜監査役の職務の執行について生ずる費用等の処理に係る方針に関する事項＞

監査役の職務を執行する上で必要な費用は、請求にもとづき会社が負担します。

 

＜その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制＞

１）監査役と取締役・会計監査人との意見交換ならびに内部監査部門等の協力・補助体制を確保します。

２）代表取締役は、監査役会・会計監査人とそれぞれ随時意見交換会を実施しております。

３）監査役は、監査の実施にあたり必要と認めるときは、顧問弁護士、公認会計士等を活用します。

 

＜財務報告の信頼性を確保するための体制＞

当社は、当社及び当社グループが金融商品取引法に基づく財務報告に係る内部統制評価報告制度に適切に

対応するため「内部統制委員会」を設置し、その仕組みが適正に機能することを継続的に評価することによ

り、財務報告の信頼性を確保する体制を整備します。

 

・業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要

当社は、上記の業務の適正を確保するための体制の整備当初から、内部統制システムの整備及び運用状況に

ついて継続的に調査を実施しており、その内容を取締役会へ報告しております。また、調査結果で判明した問

題点につきましては、是正措置を行い、より適切な内部統制システムの構築・運用に努めております。当事業

年度における上記体制の運用状況の概要は、以下のとおりです。

（１）取締役の職務の執行について

当事業年度において、取締役会を14回開催しており、取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に

適合するよう監督を行いました。

（２）リスクマネジメント体制の構築について

当社は、不測の損失の軽減を図るため、経営環境を取り巻く各種リスクに対応する部署を決め、必要な

規定、ガイドラインを整備し、稟議手続きを通してリスク管理を実施し、定期的に行うリスク評価の結果

を取締役会・監査役会に報告しています。なお、地震等の危機管理については、「危機管理規程」及び

「地震防災規程」を制定しており、また、ＢＣＰ発動に備え、定期的に訓練を行いました（当事業年度

は、名古屋工場、甚目寺工場、丹波工場、伊勢崎工場、アイカインテリア工業株式会社およびアイカテッ

ク建材株式会社で実施）。

（３）コンプライアンス体制について

当社は役員及び従業員に対し、定期的なコンプライアンス研修を実施しております（当事業年度は、営

業店所向け研修９回、工場向け研修11回、子会社向け研修９回、新任課長職向け研修１回、新入社員向け

研修１回開催）。また、問題の早期発見・未然防止を図るため、内部通報窓口「企業倫理委員会への窓」

を設置しております。当事業年度において発生した案件に関しましては、速やかに調査の上、代表取締

役、企業倫理委員会メンバー及び監査役へ報告し、解決しております。

（４）監査役の職務の執行について

当事業年度において、監査役会を15回開催しており、経営の妥当性、効率性、コンプライアンス等に関

して幅広く意見交換、審議、検証し、適宜経営に対して助言や提言を行いました。また、監査役は取締役

会のほか、重要な会議に出席し、取締役の職務執行について、厳正な監視を行いました。

 

(２）内部監査及び監査役監査の状況

当社の内部監査につきましては、会計処理・業務遂行状況等に関する適正性・妥当性等について、随時必

要な実地監査を社長の直轄機関である内部監査室（３名）において実施しており、監査役又は会計監査人と

定期的に意見交換を行っております。

監査役監査につきましては、常勤監査役及び監査役付（１名）を中心に、会計監査及び内部統制監査を会

計監査人及び内部監査室と連携し随時実施しております。
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監査役と内部監査室と内部統制委員会は、会計監査人と協議のうえ年間計画等を作成し、進捗管理を行う

ことで連携を図っております。また、内部監査室及び会計監査人は内部統制に係る情報等の提供を受け適正

な監査を行っております。監査役は会計監査人や内部監査室及び内部統制委員会と連携を図ることにより、

十分な監督を行っております。

なお、社外監査役１名は公認会計士の資格を有しております。

 

(３）社外取締役及び社外監査役の状況

現在、当社は社外取締役２名、社外監査役２名を選任しております。

当社においては社外取締役及び社外監査役を選任するための独立性に関する特段の基準及び方針は定めて

おりませんが、選任にあたっては東京証券取引所における独立役員の独立性に関する判断基準を参考にして

おります。

当社の社外取締役、社外監査役は、当社の出身ではなく、外部から招聘した取締役、監査役であり、当社

との間には、人的関係、資本的な関係または取引その他の利害関係はありません。

社外取締役　小倉健二氏は長年にわたり企業経営に携わり、経営者としての豊富な経験と幅広い見識を有

していることから、有用な意見を当社の経営に反映させるため選任いたしました。

社外取締役　花村淑郁氏は、弁護士としての豊富な専門知識と経験を有し、平成27年６月から当社社外監

査役として当社の監査体制の強化に貢献しております。その知見をさらに当社の経営監督に活かし、コーポ

レートガバナンスの一層の強化に繋げるため選任いたしました。

社外監査役　加藤正和氏は公認会計士としての豊富な経験と専門知識を有していることから、監査体制の

強化のため選任いたしました。

なお、加藤正和氏は平成16年３月まで監査法人トーマツ（現有限責任監査法人トーマツ）の代表社員であ

りました。当社と有限責任監査法人トーマツとは会社法及び金融商品取引法に基づく監査契約書を締結し、

それに基づき報酬を支払っております。

社外監査役　片桐清志氏は長年にわたり企業経営に携わり、リスクマネジメントに関する専門的な知識と

豊富な知見を有していることから、経営全般の監視と有効な助言が期待できると判断したため選任いたしま

した。

社外取締役及び社外監査役のいずれについても一般株主と利益相反するおそれがないことから、東京証券

取引所及び名古屋証券取引所の定める独立役員として両取引所に届け出ております。

 

(４）会計監査の状況

　当社の会計監査につきましては、有限責任監査法人トーマツを選任しておりますが、同監査法人及び当社

監査に従事する同監査法人の業務執行社員と当社の間には、特別の利害関係はなく、また、同監査法人はす

でに自主的に業務執行社員について、当社の会計監査に一定期間を超えて関与することの無いよう措置を

とっております。当社は、同監査法人との間で監査契約書を締結し、それに基づき報酬を支払っておりま

す。

　また、当期において会計監査業務を執行した公認会計士の氏名、継続監査年数、監査業務に係る補助者の

構成については下記のとおりであります。

・業務を執行した公認会計士の氏名

指定有限責任社員　業務執行社員　白田英生

指定有限責任社員　業務執行社員　河嶋聡史

　なお、継続監査年数が７年以内のため監査年数の記載は省略しております。

・会計監査業務に係る補助者の構成

公認会計士６名、準会員３名、その他17名
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(５）役員報酬等

イ．役員区分ごとの報酬等の総額、報酬等の種類別の総額及び対象となる役員の員数

役員区分
報酬等の総額
（百万円）

報酬等の種類別の総額（百万円）
対象となる役員の
員数（人）

基本報酬 業績報酬 ストックオプション

取締役

（社外取締役を除く。）
222 182 40 － 7

監査役

（社外監査役を除く。）
35 35 － － 2

社外役員 30 30 － － 4

 

ロ．役員の報酬等の額またはその算定方法の決定に関する方針の内容及び決定方法

　当社の役員の報酬は、基本報酬と業績報酬で構成され、その総額は株主総会で承認された限度範囲内で決

定されております。基本報酬については、役位等を勘案し、また業績報酬については、当社業績および各取

締役の事業計画達成状況等を勘案し決定しております。

（注）１　平成18年６月23日開催の第106回定時株主総会において、取締役の報酬限度額は年額370百万円以

内（ただし、株式報酬型ストックオプションによる報酬等は別枠とし、また、使用人分給与は含

まない。）、監査役の報酬限度額は年額70百万円以内にすることをご承認いただいております。

２　平成18年６月23日開催の第106回定時株主総会において、取締役に対する役員退職慰労金制度を

廃止し、以降平成24年６月22日開催の第112回定時株主総会まで毎年、新株予約権を株式報酬型

ストックオプション（取締役報酬額とは別枠で年額30百万円以内）として取締役に付与すること

をご承認いただいております。

 

(６）株式の保有状況

イ．投資株式のうち保有目的が純投資目的以外の目的であるものの銘柄数及び貸借対照表計上額の合計額

66銘柄　13,977百万円
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ロ．保有目的が純投資目的以外の目的である投資株式の銘柄、株式数、貸借対照表計上額及び保有目的

（前事業年度）

特定投資株式

銘柄 株式数（株）
貸借対照表計上額
（百万円）

保有目的

株式会社三菱UFJフィナンシャル・グループ 1,413,950 989 協力関係の強化

タカラスタンダード株式会社 555,425 984 取引関係の強化

ニッコンホールディングス株式会社 350,100 831 協力関係の強化

株式会社岡村製作所 810,000 801 取引関係の強化

大日本印刷株式会社 627,000 752 取引関係の強化

三井化学株式会社 1,035,000 569 取引関係の強化

株式会社日立ハイテクノロジーズ 123,000 557 取引関係の強化

永大産業株式会社 1,028,000 541 取引関係の強化

株式会社ノーリツ 235,900 498 取引関係の強化

住友林業株式会社 285,500 482 取引関係の強化

株式会社ADEKA 251,000 407 取引関係の強化

日産化学工業株式会社 120,000 388 取引関係の強化

ニチハ株式会社 115,000 376 取引関係の強化

デンカ株式会社 581,000 335 取引関係の強化

クリナップ株式会社 399,800 327 取引関係の強化

東亞合成株式会社 241,500 306 取引関係の強化

株式会社内田洋行 102,600 264 取引関係の強化

東京海上ホールディングス株式会社 48,000 225 協力関係の強化

東陽倉庫株式会社 600,000 207 協力関係の強化

住友不動産株式会社 65,000 187 取引関係の強化

大日精化工業株式会社 220,000 165 取引関係の強化

株式会社名古屋銀行 40,500 162 協力関係の強化

大東建託株式会社 10,000 152 取引関係の強化

昭和電工株式会社 68,100 135 取引関係の強化

株式会社カネカ 161,000 133 取引関係の強化

ショーボンドホールディングス株式会社 23,000 112 取引関係の強化

竹田印刷株式会社 200,000 110 協力関係の強化

積水化学工業株式会社 58,000 108 取引関係の強化

株式会社LIXILグループ 36,464 103 取引関係の強化

株式会社みずほフィナンシャルグループ 497,000 101 協力関係の強化

計 10,301,839 11,321  
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（当事業年度）

特定投資株式

銘柄 株式数（株）
貸借対照表計上額
（百万円）

保有目的

株式会社オカムラ 810,000 1,174 取引関係の強化

タカラスタンダード株式会社 559,850 1,001 取引関係の強化

株式会社三菱UFJフィナンシャルグループ 1,413,950 985 協力関係の強化

ニッコンホールディングス株式会社 350,100 976 協力関係の強化

三井化学株式会社 207,000 694 取引関係の強化

大日本印刷株式会社 313,500 689 取引関係の強化

株式会社日立ハイテクノロジーズ 123,000 622 取引関係の強化

永大産業株式会社 1,028,000 565 取引関係の強化

日産化学工業株式会社 120,000 530 取引関係の強化

住友林業株式会社 285,500 487 取引関係の強化

株式会社ADEKA 251,000 481 取引関係の強化

ニチハ株式会社 115,000 467 取引関係の強化

株式会社ノーリツ 235,900 453 取引関係の強化

デンカ株式会社 116,200 414 取引関係の強化

住友不動産株式会社 91,000 358 取引関係の強化

クリナップ株式会社 399,800 325 取引関係の強化

昭和電工株式会社 68,100 306 取引関係の強化

東亞合成株式会社 241,500 302 取引関係の強化

株式会社内田洋行 102,600 296 取引関係の強化

東陽倉庫株式会社 600,000 222 協力関係の強化

竹田印刷株式会社 200,000 203 取引関係の強化

大日精化工業株式会社 44,000 193 取引関係の強化

東京海上ホールディングス株式会社 39,300 186 協力関係の強化

大東建託株式会社 10,000 183 取引関係の強化

ショーボンドホールディングス株式会社 23,000 180 取引関係の強化

森六ホールディングス株式会社 60,000 175 取引関係の強化

株式会社カネカ 161,000 169 取引関係の強化

株式会社名古屋銀行 40,500 160 協力関係の強化

積水化学工業株式会社 58,000 107 取引関係の強化

JKホールディングス株式会社 103,315 95 取引関係の強化

計 8,171,115 13,011  
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ハ．保有目的が純投資目的である投資株式の前事業年度及び当事業年度における貸借対照表計上額の合計額並び

　　に当事業年度における受取配当金、売却損益及び評価損益の合計額

 

前事業年度
（百万円）

当事業年度（百万円）

貸借対照表
計上額の合計額

貸借対照表
計上額の合計額

受取配当金の
合計額

売却損益の
合計額

評価損益の
合計額

非上場株式 － 0 － － －

上記以外の株式 324 244 5 31 46

 

(7）責任限定契約の内容の概要

　当社は、社外取締役及び社外監査役との間において、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条

第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当契約に基づく損害賠償責任の限度額は、同法

第425条第１項に定める最低責任限度額を上限としております。

 

(8）取締役の定数

当社の取締役は12名以内とする旨定款に定めております。

 

(9）取締役の選任の決議要件

　株主総会における取締役の選任決議について、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以

上を有する株主が出席し、その議決権の過半数をもって行い、累積投票によらないものと定めております。

 

(10）株主総会決議事項を取締役会で決議することができることとしている事項

①　自己株式の取得の決定機関

　自己株式の取得について、機動的な資本政策を遂行することを可能とするため、会社法第165条第２項の

規定により、取締役会の決議によって自己株式を取得することができる旨を定款で定めております。

②　中間配当

　株主への機動的な利益還元を行うため、会社法第454条第５項の定めにより、取締役会の決議によって、

中間配当をすることができる旨を定款で定めております。

 

(11）株主総会の特別決議要件

　当社は、株主総会の特別決議事項の審議を円滑に行うことを目的とし、会社法第309条第２項に定める決議

は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、その議決権の３分

の２以上をもって行う旨を定款に定めております。

 

（２）【監査報酬の内容等】

①【監査公認会計士等に対する報酬の内容】

区分

前連結会計年度 当連結会計年度

監査証明業務に
基づく報酬（百万円）

非監査業務に
基づく報酬（百万円）

監査証明業務に
基づく報酬（百万円）

非監査業務に
基づく報酬（百万円）

提出会社 38 3 43 151

連結子会社 － － － －

計 38 3 43 151

 

②【その他重要な報酬の内容】

（前連結会計年度）

　当社が、当社の監査公認会計士等と同一のネットワークに属しているDeloitteに対して報酬を支払ってい

るその他の重要な報酬の内容は、当社連結子会社に対する四半期レビュー費用で、その金額は6百万円であり

ます。

　当社連結子会社が、当社の監査公認会計士等と同一のネットワークに属しているDeloitteに対して報酬を

支払っているその他の重要な報酬の内容は、監査証明業務に基づく報酬19百万円及び非監査業務に基づく報

酬16百万円であります。
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（当連結会計年度）

　当社が、当社の監査公認会計士等と同一のネットワークに属しているDeloitteに対して報酬を支払ってい

るその他の重要な報酬の内容は、当社連結子会社に対する四半期レビュー費用で、その金額は9百万円であり

ます。

　当社連結子会社が、当社の監査公認会計士等と同一のネットワークに属しているDeloitteに対して報酬を

支払っているその他の重要な報酬の内容は、監査証明業務に基づく報酬15百万円及び非監査業務に基づく報

酬０百万円であります。

 

③【監査公認会計士等の提出会社に対する非監査業務の内容】

（前連結会計年度）

　当社が監査公認会計士等に対して報酬を支払っている非監査業務の内容は、情報管理体制のコンサルタン

ト業務であります。

（当連結会計年度）

　当社が監査公認会計士等に対して報酬を支払っている非監査業務の内容は、財務デューデリジェンス等の

業務であります。

 

④【監査報酬の決定方針】

　会計監査人に対する報酬の額の決定に関する方針は、監査計画に基づく見積監査工数及び監査報酬につい

て会計監査人と協議の上、監査役会の同意を得て決定することとしております。
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第５【経理の状況】
 

１　連結財務諸表及び財務諸表の作成方法について
(1）当社の連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28号）

に基づいて作成しております。

 

(2）当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号。以下

「財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、特例財務諸表提出会社に該当し、財務諸表等規則第127条の規定により財務諸表を作成しており

ます。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、連結会計年度（平成29年４月１日から平成30年

３月31日まで）の連結財務諸表及び事業年度（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）の財務諸表につい

て、有限責任監査法人トーマツによる監査を受けております。

 

３　連結財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みについて
　当社は、連結財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みを行っております。具体的には、会計基準

等の内容を適切に把握し、または会計基準等の変更等について的確に対応することができる体制を整備するた

め、公益財団法人財務会計基準機構へ加入しております。また、会計監査人等の行う外部研修へ参加しておりま

す。
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１【連結財務諸表等】

(1)【連結財務諸表】

①【連結貸借対照表】

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当連結会計年度
(平成30年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 47,646 49,521

受取手形及び売掛金 50,549 ※４ 59,259

商品及び製品 6,292 8,550

仕掛品 956 1,046

原材料及び貯蔵品 4,901 6,404

繰延税金資産 988 1,060

その他 4,283 5,608

貸倒引当金 △281 △189

流動資産合計 115,338 131,260

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 31,611 35,380

減価償却累計額 △21,109 △23,724

建物及び構築物（純額） ※２ 10,501 ※２ 11,656

機械装置及び運搬具 45,867 53,808

減価償却累計額 △37,132 △43,467

機械装置及び運搬具（純額） ※２ 8,734 10,340

工具、器具及び備品 8,497 9,009

減価償却累計額 △7,376 △7,656

工具、器具及び備品（純額） 1,120 1,353

土地 ※２ 8,537 ※２ 14,203

リース資産 275 279

減価償却累計額 △133 △163

リース資産（純額） 141 116

建設仮勘定 988 792

有形固定資産合計 30,024 38,464

無形固定資産   

のれん 1,318 168

その他 1,941 2,686

無形固定資産合計 3,259 2,855

投資その他の資産   

投資有価証券 ※１ 14,510 ※１ 16,287

繰延税金資産 247 267

退職給付に係る資産 584 582

その他 688 788

貸倒引当金 △17 △17

投資その他の資産合計 16,012 17,907

固定資産合計 49,296 59,226

資産合計 164,634 190,487
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  (単位：百万円)

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当連結会計年度
(平成30年３月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 21,541 ※４ 26,127

電子記録債務 4,456 ※４ 6,058

短期借入金 ※２ 1,314 ※２ 4,052

未払法人税等 3,255 3,492

未払消費税等 784 486

賞与引当金 1,760 1,763

その他 5,484 ※２,※４ 7,600

流動負債合計 38,596 49,579

固定負債   

長期借入金 532 ※２ 777

繰延税金負債 2,721 4,136

退職給付に係る負債 1,190 1,406

その他 1,908 1,971

固定負債合計 6,352 8,291

負債合計 44,949 57,871

純資産の部   

株主資本   

資本金 9,891 9,891

資本剰余金 13,271 13,279

利益剰余金 87,570 93,756

自己株式 △2,007 △2,011

株主資本合計 108,726 114,917

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 4,222 5,402

繰延ヘッジ損益 △9 △4

為替換算調整勘定 1,822 2,187

退職給付に係る調整累計額 137 243

その他の包括利益累計額合計 6,172 7,828

新株予約権 36 36

非支配株主持分 4,749 9,833

純資産合計 119,685 132,616

負債純資産合計 164,634 190,487
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②【連結損益計算書及び連結包括利益計算書】

【連結損益計算書】

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度

(自　平成28年４月１日
　至　平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成29年４月１日
　至　平成30年３月31日)

売上高 151,633 163,726

売上原価 ※１ 106,134 ※１ 116,112

売上総利益 45,499 47,614

販売費及び一般管理費   

荷造運搬費 7,477 8,013

広告宣伝費 1,808 1,802

給料及び賞与 7,299 7,224

賞与引当金繰入額 934 952

退職給付費用 364 460

福利厚生費 1,575 1,621

減価償却費 877 774

賃借料 512 556

その他 6,549 7,116

販売費及び一般管理費合計 ※１ 27,399 ※１ 28,521

営業利益 18,099 19,092

営業外収益   

受取利息 144 162

受取配当金 267 350

負ののれん発生益 - 244

その他 699 669

営業外収益合計 1,110 1,426

営業外費用   

支払利息 57 44

売上割引 157 161

固定資産処分損 123 331

貸倒損失 147 -

その他 350 381

営業外費用合計 836 919

経常利益 18,374 19,600

特別利益   

固定資産売却益 ※２ 96 -

特別利益合計 96 -

特別損失   

固定資産売却損 ※３ 268 -

特別損失合計 268 -

税金等調整前当期純利益 18,201 19,600

法人税、住民税及び事業税 6,190 6,510

法人税等調整額 △97 △185

法人税等合計 6,092 6,324

当期純利益 12,108 13,275

非支配株主に帰属する当期純利益 1,044 1,278

親会社株主に帰属する当期純利益 11,064 11,996
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【連結包括利益計算書】

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度

(自　平成28年４月１日
　至　平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成29年４月１日
　至　平成30年３月31日)

当期純利益 12,108 13,275

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 1,195 1,180

繰延ヘッジ損益 △5 5

為替換算調整勘定 △1,339 353

退職給付に係る調整額 33 105

持分法適用会社に対する持分相当額 △50 30

その他の包括利益合計 △165 1,675

包括利益 ※ 11,943 ※ 14,951

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 11,018 13,653

非支配株主に係る包括利益 924 1,297
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③【連結株主資本等変動計算書】

前連結会計年度(自　平成28年４月１日　至　平成29年３月31日)

    (単位：百万円)

 株主資本

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 9,891 13,271 80,618 △2,005 101,776

当期変動額      

剰余金の配当   △4,113  △4,113

親会社株主に帰属する当期
純利益   11,064  11,064

自己株式の取得    △1 △1

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

     

当期変動額合計 - - 6,951 △1 6,949

当期末残高 9,891 13,271 87,570 △2,007 108,726

 

      

 その他の包括利益累計額

 
その他有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ損益
為替換算調整
勘定

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 3,027 △4 3,092 103 6,218

当期変動額      

剰余金の配当      
親会社株主に帰属する当期
純利益      

自己株式の取得      
株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

1,195 △5 △1,269 33 △45

当期変動額合計 1,195 △5 △1,269 33 △45

当期末残高 4,222 △9 1,822 137 6,172

 

    

 新株予約権 非支配株主持分 純資産合計

当期首残高 36 4,469 112,501

当期変動額    

剰余金の配当   △4,113

親会社株主に帰属する当期
純利益   11,064

自己株式の取得   △1

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

- 280 234

当期変動額合計 - 280 7,184

当期末残高 36 4,749 119,685
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当連結会計年度(自　平成29年４月１日　至　平成30年３月31日)

    (単位：百万円)

 株主資本

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 9,891 13,271 87,570 △2,007 108,726

当期変動額      

剰余金の配当   △5,810  △5,810

親会社株主に帰属する当期
純利益   11,996  11,996

自己株式の取得    △3 △3

その他  8   8

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

     

当期変動額合計 - 8 6,186 △3 6,191

当期末残高 9,891 13,279 93,756 △2,011 114,917

 

      

 その他の包括利益累計額

 
その他有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ損益
為替換算調
整勘定

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 4,222 △9 1,822 137 6,172

当期変動額      

剰余金の配当      
親会社株主に帰属する当期
純利益      

自己株式の取得      

その他      
株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

1,180 5 365 105 1,656

当期変動額合計 1,180 5 365 105 1,656

当期末残高 5,402 △4 2,187 243 7,828

 

    

 新株予約権 非支配株主持分 純資産合計

当期首残高 36 4,749 119,685

当期変動額    

剰余金の配当   △5,810

親会社株主に帰属する当期
純利益   11,996

自己株式の取得   △3

その他   8

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

- 5,083 6,739

当期変動額合計 - 5,083 12,931

当期末残高 36 9,833 132,616
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④【連結キャッシュ・フロー計算書】

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度

(自　平成28年４月１日
　至　平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成29年４月１日
　至　平成30年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 18,201 19,600

減価償却費 3,512 3,638

貸倒引当金の増減額（△は減少） 29 △90

賞与引当金の増減額（△は減少） 73 △1

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 53 144

受取利息及び受取配当金 △411 △512

支払利息 57 44

売上債権の増減額（△は増加） △1,631 △3,630

たな卸資産の増減額（△は増加） △96 △1,072

その他の流動資産の増減額（△は増加） 186 △753

仕入債務の増減額（△は減少） 1,326 3,587

その他の流動負債の増減額（△は減少） 485 118

その他 1,608 1,453

小計 23,395 22,526

利息及び配当金の受取額 425 536

利息の支払額 △38 △79

法人税等の支払額 △5,450 △6,547

営業活動によるキャッシュ・フロー 18,331 16,436

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △24 △20

有形固定資産の取得による支出 △3,189 △4,088

無形固定資産の取得による支出 △112 △225

投資有価証券の取得による支出 △319 △508

投資有価証券の売却による収入 920 574

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
- △3,477

その他 △543 △204

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,269 △7,950

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 829 △332

長期借入金の返済による支出 △585 △187

配当金の支払額 △4,110 △5,805

非支配株主への配当金の支払額 △644 △594

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出
△10 △426

リース債務の返済による支出 △64 △56

その他 △1 △3

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,587 △7,406

現金及び現金同等物に係る換算差額 △324 194

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 10,150 1,274

現金及び現金同等物の期首残高 37,449 47,622

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 22 -

現金及び現金同等物の期末残高 ※ 47,622 ※ 48,896
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【注記事項】

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１　連結の範囲に関する事項

(1) 連結子会社の数及び主要な連結子会社の名称

 連結子会社の数：38社

主要な連結子会社の名称

　主要な連結子会社名は、「第１ 企業の概況 ４．関係会社の状況」に記載しているため、省略しており

ます。

　エバモア・ケミカル・インダストリー社及びその子会社、アイカ・アジア・ラミネーツ・ホールディン

グ社並びにアイカ・ラミネーツ・ベトナム社については、連結財務諸表提出会社が当連結会計年度におい

て株式を取得または設立したため、また、タイ・ケミカル・コーポレーション社についてはアイカ・アジ

ア・パシフィック・ホールディング社が当連結会計年度において株式を取得したため、当連結会計年度か

ら連結子会社に含めております。

　なお、エバモア・ケミカル・インダストリー社及びその子会社、アイカ・アジア・ラミネーツ・ホール

ディング社、アイカ・ラミネーツ・ベトナム社並びにタイ・ケミカル・コーポレーション社については、

貸借対照表のみを連結しております。

 

(2) 非連結子会社の数及び主要な非連結子会社の名称等

非連結子会社の数：３社

主要な非連結子会社の名称

　崇広サービス株式会社

連結の範囲から除いた理由

　非連結子会社は、いずれも小規模であり、合計の総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）及び

利益剰余金（持分に見合う額）等は、いずれも連結財務諸表に重要な影響を及ぼしていないためでありま

す。

 

２　持分法の適用に関する事項

(1) 持分法を適用した関連会社の数及び会社の名称

持分法を適用した関連会社の数：2社

会社の名称

　ダイネアパキスタン社、トップウェル社

　なお、トップウェル社については、新たにエバモア・ケミカル・インダストリー社の株式を取得したこ

とから、当連結会計年度より持分法適用の関連会社に含めております。

(2) 持分法を適用しない非連結子会社及び関連会社の名称等

主要な会社等の名称

（非連結子会社）

　崇広サービス株式会社

（関連会社）

　マイカラミネ－ト社

持分法を適用していない理由

持分法を適用していない非連結子会社及び関連会社は、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金

（持分に見合う額）等からみて、持分法の対象から除いても連結財務諸表に及ぼす影響が軽微であり、か

つ、全体としても重要性がないため持分法の適用範囲から除外しております。

(3) 持分法の適用の手続きについて特に記載すべき事項

持分法適用会社であるダイネアパキスタン社の決算日は、連結決算日と異なっておりますが、同社の直

近の事業年度に係る財務諸表を使用しております。

 

３　連結子会社の事業年度等に関する事項

　連結子会社のうち、アイカインドネシア社、アイカ・アジア・パシフィック・ホールディング社ほか30社

は12月末日が決算日であり、それぞれの決算日現在の財務諸表を使用しております。なお、連結決算日との

間に生じた重要な取引については連結上必要な調整を行っております。
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４　会計方針に関する事項

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法

有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券

時価のあるもの

決算日の市場価格等に基づく時価法によっております。

(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

時価のないもの

移動平均法による原価法によっております。

なお、投資事業有限責任組合への出資（金融商品取引法第２条第２項により有価証券とみなさ

れるもの）については、組合契約に規定される決算報告日に応じて入手可能な最近の決算書を基

礎とし、持分相当額を純額で取り込む方法によっております。

デリバティブの評価基準及び評価方法

時価法によっております。

たな卸資産の評価基準及び評価方法

主として移動平均法に基づく原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により

算定）によっております。

(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法

有形固定資産（リース資産を除く）

　連結財務諸表提出会社及び国内連結子会社は主として定率法を採用しております。

　ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）、並びに平成28年４月１日以降

に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。

　なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

　建物及び構築物　　　　３年～50年

　機械装置及び運搬具　　３年～25年

　在外連結子会社は見積耐用年数を使用した残存価額を零とする定額法を採用しております。

無形固定資産

　定額法を採用しております。

　なお、連結財務諸表提出会社及び国内連結子会社の自社利用のソフトウエアについては、社内における

見込利用可能期間（５年）に基づいております。

リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

(3）重要な引当金の計上基準

貸倒引当金

　売掛金、貸付金その他これらに準ずる債権の貸倒れによる損失に備えて、連結会社間の債権、債務を相

殺消去した後の債権を基礎として、一般債権については貸倒実績率による計算額を、貸倒懸念債権等特定

の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

賞与引当金

　連結財務諸表提出会社及び国内連結子会社において、従業員に対して支給する賞与の支出に充てるた

め、支給見込額を計上しております。

(4）退職給付に係る会計処理の方法

　　① 退職給付見込額の期間帰属方法

　  退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法に

  ついては、給付算定式基準によっております。

② 数理計算上の差異の費用処理方法

　数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の

一定の年数（10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理し

ているほか、在外連結子会社において発生した数理計算上の差異は、その発生時に費用処理しており

ます。

③　小規模企業等における簡便法の採用

　一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都

合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。
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(5）重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

在外連結子会社の資産及び負債は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益及び費用は期中平

均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定及び非支配株主持分に含め

ております。

(6）重要なヘッジ会計の方法

ヘッジ会計の方法

　繰延ヘッジ処理を採用しております。なお、為替予約については振当処理の要件を満たしている場合は

振当処理を採用しております。

ヘッジ手段とヘッジ対象

ａ　ヘッジ手段　　　為替予約

ｂ　ヘッジ対象　　　外貨建予定取引

ヘッジ方針

　外貨建予定取引に関しては、為替予約を付し為替変動リスクをヘッジする方針であります。

ヘッジ有効性評価の方法

　為替予約については振当処理のみであるため、ヘッジ有効性は明らかであります。

(7）のれんの償却方法及び償却期間

　発生日以後５年間の定額法により償却しております。

(8）連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　手許現金、要求払預金及び取得日から３ヶ月以内に満期日の到来する流動性の高い、容易に換金可能で

あり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない短期的な投資からなっております。

(9）その他連結財務諸表作成のための重要な事項

消費税等の会計処理方法

　税抜方式を採用しております。

 

（未適用の会計基準等）

・「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号　平成30年２月16日改正　企業会

計基準委員会）

・「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成30年２月16日最終改

正　企業会計基準委員会）

 

(1）概要

「税効果会計に係る会計基準の適用指針」等は、日本公認会計士協会における税効果会計に関する実務指針

を企業会計基準委員会に移管するに際して、基本的にその内容を踏襲した上で、必要と考えられる以下の見直

しが行われたものであります。

（会計処理の見直しを行った主な取扱い）

・個別財務諸表における子会社株式等に係る将来加算一時差異の取扱い

・（分類１）に該当する企業における繰延税金資産の回収可能性に関する取扱い

 

(2）適用予定日

平成31年３月期の期首から適用する予定であります。

 

(3）当該会計基準等の適用による影響

「税効果会計に係る会計基準の適用指針」等の適用による連結財務諸表に与える影響額については、現時

点で評価中であります。

 

・「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　平成30年３月30日　企業会計基準委員会）

・「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号　平成30年３月30日　企業会計基

準委員会）

 

(1）概要

国際会計基準審議会（IASB）及び米国財務会計基準審議会（FASB）は、共同して収益認識に関する包括的な

会計基準の開発を行い、平成26年５月に「顧客との契約から生じる収益」（IASBにおいてはIFRS第15号、FASB

においてはTopic606）を公表しており、IFRS第15号は平成30年１月１日以後開始する事業年度から、Topic606

は平成29年12月15日より後に開始する事業年度から適用される状況を踏まえ、企業会計基準委員会において、

収益認識に関する包括的な会計基準が開発され、適用指針と合わせて公表されたものです。

企業会計基準委員会の収益認識に関する会計基準の開発にあたっての基本的な方針として、IFRS第15号と整

合性を図る便益の１つである財務諸表間の比較可能性の観点から、IFRS第15号の基本的な原則を取り入れるこ
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とを出発点とし、会計基準を定めることとされ、また、これまで我が国で行われてきた実務等に配慮すべき項

目がある場合には、比較可能性を損なわせない範囲で代替的な取扱いを追加することとされております。

 

(2）適用予定日

平成34年３月期の期首から適用する予定であります。

 

(3）当該会計基準等の適用による影響

「収益認識に関する会計基準」等の適用による連結財務諸表に与える影響額については、現時点で評価中であ

ります。

 

 

 

（連結貸借対照表関係）

※１　非連結子会社及び関連会社項目

　非連結子会社及び関連会社に対するものは、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当連結会計年度

（平成30年３月31日）

投資有価証券 842百万円 964百万円

 

※２　担保資産及び担保付債務

担保に供している資産は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当連結会計年度

（平成30年３月31日）

建物・機械及び装置・土地 451百万円 3,625百万円

 

担保付債務は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当連結会計年度

（平成30年３月31日）

短期借入金 162百万円 416百万円

その他流動負債（１年内返済予定の長期借入金） －百万円 133百万円

長期借入金 －百万円 449百万円

 

３　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当連結会計年度

（平成30年３月31日）

受取手形裏書譲渡高 77百万円 54百万円

 

※４　連結会計年度末日満期手形等

　連結会計年度末日満期手形等の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当連結会計年度の末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形等が連結会計年

度末残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当連結会計年度

（平成30年３月31日）

受取手形 －百万円 919百万円

支払手形 －百万円 70百万円

電子記録債務 －百万円 1,106百万円

その他流動負債（設備支払手形・設備電子記録債務） －百万円 45百万円
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（連結損益計算書関係）

※１　一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発費は、次のとおりであります。

前連結会計年度
(自　平成28年４月１日
 至　平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成29年４月１日
 至　平成30年３月31日)

2,672百万円 2,856百万円

 

※２　固定資産売却益の内容は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日）

機械装置及び運搬具 2百万円 －百万円

工具、器具及び備品 0百万円 －百万円

土地

その他（無形固定資産）

1百万円

92百万円

－百万円

－百万円

計 96百万円 －百万円

 

※３　固定資産売却損の内容は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日）

土地 268百万円 －百万円

計 268百万円 －百万円
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（連結包括利益計算書関係）

※　その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額

 
前連結会計年度

（自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日）

その他有価証券評価差額金：   

当期発生額 1,768百万円 1,766百万円

組替調整額 △37百万円 △66百万円

税効果調整前 1,730百万円 1,700百万円

税効果額 △535百万円 △520百万円

その他有価証券評価差額金 1,195百万円 1,180百万円

繰延ヘッジ損益：   

当期発生額 △0百万円 21百万円

組替調整額 △6百万円 △14百万円

税効果調整前 △7百万円 7百万円

税効果額 2百万円 △2百万円

繰延ヘッジ損益 △5百万円 5百万円

為替換算調整勘定：   

当期発生額 △1,339百万円 353百万円

税効果調整前 △1,339百万円 353百万円

為替換算調整勘定 △1,339百万円 353百万円

退職給付に係る調整額：   

当期発生額 △12百万円 92百万円

組替調整額 62百万円 60百万円

税効果調整前 49百万円 152百万円

税効果額 △15百万円 △46百万円

退職給付に係る調整額 33百万円 105百万円

持分法適用会社に対する持分相当額：   

当期発生額 △50百万円 30百万円

税効果調整前 △50百万円 30百万円

持分法適用会社に対する持分相当額 △50百万円 30百万円

その他の包括利益合計 △165百万円 1,675百万円
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（連結株主資本等変動計算書関係）

前連結会計年度（自　平成28年４月１日　至　平成29年３月31日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当連結会計年度期首
株式数（株）

当連結会計年度
増加株式数（株）

当連結会計年度
減少株式数（株）

当連結会計年度末
株式数（株）

普通株式 67,590,664 － － 67,590,664

 

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当連結会計年度期首
株式数（株）

当連結会計年度
増加株式数（株）

当連結会計年度
減少株式数（株）

当連結会計年度末
株式数（株）

普通株式 2,303,153 722 － 2,303,875

（変動事由の概要）

　増加数の主な内訳は、次のとおりであります。

単元未満株式の買取による増加　　　722株

 

３　新株予約権等に関する事項

会社名 新株予約権の内訳 当連結会計年度末残高（百万円）

提出会社 ストック・オプションとしての新株予約権 36

 

４　配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成28年６月23日

定時株主総会
普通株式 1,632 25 平成28年３月31日 平成28年６月24日

平成28年10月27日

取締役会
普通株式 2,480 38 平成28年９月30日 平成28年12月５日

 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成29年６月23日

定時株主総会
普通株式 3,068 利益剰余金 47 平成29年３月31日 平成29年６月26日
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当連結会計年度（自　平成29年４月１日　至　平成30年３月31日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当連結会計年度期首
株式数（株）

当連結会計年度
増加株式数（株）

当連結会計年度
減少株式数（株）

当連結会計年度末
株式数（株）

普通株式 67,590,664 － － 67,590,664

 

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当連結会計年度期首
株式数（株）

当連結会計年度
増加株式数（株）

当連結会計年度
減少株式数（株）

当連結会計年度末
株式数（株）

普通株式 2,303,875 993 － 2,304,868

（変動事由の概要）

　増加数の主な内訳は、次のとおりであります。

単元未満株式の買取による増加　　　993株

 

３　新株予約権等に関する事項

会社名 新株予約権の内訳 当連結会計年度末残高（百万円）

提出会社 ストック・オプションとしての新株予約権 36

 

４　配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成29年６月23日

定時株主総会
普通株式 3,068 47 平成29年３月31日 平成29年６月26日

平成29年10月26日

取締役会
普通株式 2,742 42 平成29年９月30日 平成29年12月５日

 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成30年６月22日

定時株主総会
普通株式 3,264 利益剰余金 50 平成30年３月31日 平成30年６月25日
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（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前連結会計年度

（自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日）

現金及び預金勘定 47,646百万円 49,521百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △24百万円 △625百万円

現金及び現金同等物 47,622百万円 48,896百万円

 
 
 

（リース取引関係）

（借主側）

ファイナンス・リース取引

所有権移転外ファイナンス・リース取引

①　リース資産の内容

 有形固定資産

　主として、建装建材事業における生産設備（機械及び装置）であります。

②　リース資産の減価償却の方法

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

 

EDINET提出書類

アイカ工業株式会社(E00824)

有価証券報告書

61/97



（金融商品関係）

１．金融商品の状況に関する事項

(1）金融商品に対する取組方針

　当社グループは、資金運用については主に短期的な預金等で運用し、また、資金調達については銀

行等金融機関からの借入による方針であります。デリバティブは、後述するリスクを回避するために

利用しており、投機的な取引は行わない方針であります。

 

(2）金融商品の内容及びそのリスク

　営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。また、外貨建ての

営業債権は、為替の変動リスクに晒されております。

　投資有価証券は、主に業務上の関係を有する企業の株式であり、市場価格の変動リスクに晒されて

おります。

　営業債務である支払手形及び買掛金、電子記録債務は、そのほとんどが５ヶ月以内の支払期日であ

ります。また、外貨建ての営業債務は、為替の変動リスクに晒されておりますが、一部の外貨建ての

営業債権をネットしたポジションについて先物為替予約を利用してヘッジしております。

　短期借入金は、主に営業取引に係る資金調達であります。また、長期借入金は、海外連結子会社に

おいて主に設備投資資金として調達したものであります。

　デリバティブ取引は、外貨建債権債務に係る為替変動リスクを回避する目的で先物為替予約取引を

利用しております。なお、ヘッジ会計に関するヘッジ手段とヘッジ対象、ヘッジ方針、ヘッジの有効

性の評価方法等については、前述の「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に記載され

ている「４．会計方針に関する事項(6)重要なヘッジ会計の方法」をご参照下さい。

 

(3）金融商品に係るリスク管理体制

①　信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

　当社グループは、与信管理規程に従い、取引先ごとの期日管理及び残高管理を行うとともに、主

な取引先の信用状況を半期ごとに把握する体制としております。

　デリバティブの利用に当たっては、信用リスクを軽減するために、格付の高い金融機関とのみ取

引を行っております。

②　市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理

　当社グループは、投資有価証券については、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況等

を把握し、また、取引先企業との関係を勘案して保有状況を継続的に見直しております。

　当社グループは、外貨建ての営業債権債務について、通貨別月別に把握された為替の変動リスク

に対して、原則として先物為替予約を利用してヘッジしております。デリバティブ取引の執行・管

理については、取引権限を定めた社内規程に従って行っております。

③　資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理

　当社グループは、各社が月次で資金繰計画を作成するなどの方法により、流動性リスクを管理し

ております。

 

(4）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された

価額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条

件等を採用することにより、当該価額が変動することがあります。また、注記事項「デリバティブ取

引関係」におけるデリバティブ取引に関する契約額等については、その金額自体がデリバティブ取引

に係る市場リスクを示すものではありません。
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２．金融商品の時価等に関する事項

　連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。なお、時価を把

握することが極めて困難と認められるものは含まれておりません（（注）２参照）。

 

前連結会計年度（平成29年３月31日）

 
連結貸借対照表計上額

（百万円）
時価

（百万円）
差額

（百万円）

(1）現金及び預金 47,646 47,646 -

(2）受取手形及び売掛金 50,549 50,549 -

(3）投資有価証券    

①関連会社株式 228 305 76

②その他有価証券 13,185 13,185 -

資産計 111,610 111,687 76

(1）支払手形及び買掛金 21,541 21,541 -

(2）電子記録債務 4,456 4,456 -

(3）短期借入金 1,314 1,314 -

(4）未払法人税等 3,255 3,255 -

(5）未払消費税等 784 784 -

(6）長期借入金（一年内返済予定含む） 727 730 3

負債計 32,079 32,082 3

デリバティブ取引（＊） （15） （15） -

 （＊） デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目につ

いては（　）で示しております。なお、「外貨建取引等会計処理基準」により外貨建金銭債権債務等に振り当

てたデリバティブ取引については、ヘッジ対象と一体として取扱い、当該デリバティブの時価をヘッジ対象の

時価に含めて記載しております。
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当連結会計年度（平成30年３月31日）

 
連結貸借対照表計上額

（百万円）
時価

（百万円）
差額

（百万円）

(1）現金及び預金 49,521 49,521 -

(2）受取手形及び売掛金 59,259 59,259 -

(3）投資有価証券    

①関連会社株式 284 961 677

②その他有価証券 14,968 14,968 -

資産計 124,034 124,711 677

(1）支払手形及び買掛金 26,127 26,127 -

(2）電子記録債務 6,058 6,058 -

(3）短期借入金 4,052 4,052 -

(4）未払法人税等 3,492 3,492 -

(5）未払消費税等 486 486 -

(6）長期借入金（一年内返済予定含む） 1,099 1,099 △0

負債計 41,316 41,316 △0

デリバティブ取引（＊） （7） （7） -

 （＊） デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目につ

いては（　）で示しております。なお、「外貨建取引等会計処理基準」により外貨建金銭債権債務等に振り当

てたデリバティブ取引については、ヘッジ対象と一体として取扱い、当該デリバティブの時価をヘッジ対象の

時価に含めて記載しております。

 

（注）１　金融商品の時価の算定方法ならびに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項

資産

(1) 現金及び預金、(2) 受取手形及び売掛金

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額

によっております。

(3) 投資有価証券

これらの時価について、株式は取引所の価格によっており、債券は取引所の価格または取引金融機関等

から提示された価格によっております。

また、保有目的ごとの有価証券に関する事項については、注記事項「有価証券関係」をご参照下さい。

 

負債

(1) 支払手形及び買掛金、(2) 電子記録債務、(3) 短期借入金、(4) 未払法人税等、(5) 未払消費税等

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によってお

ります。

(6) 長期借入金（一年内返済予定含む）

変動金利による借入の時価については、短期的に市場金利を反映しており、また、当社の信用状況は実

行後大きく変化していないことから、時価は帳簿価額と近似していると考えられるため、当該帳簿価額

によっております。

また、固定金利による借入の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定さ

れる利率で割り引いて算定する方法によっております。
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デリバティブ取引

注記事項「デリバティブ取引関係」をご参照下さい。

（注）２　時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
（百万円）

当連結会計年度
（平成30年３月31日）

（百万円）

非上場株式 861 897

投資事業有限責任組合への出資 235 137

合計 1,096 1,034

これらについては、市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・フローを見積ることなどができず、時価を把握

することが極めて困難と認められることから、「(3）投資有価証券」には含めておりません。

 

（注）３　金銭債権及び満期のある有価証券の連結決算日後の償還予定額

前連結会計年度（平成29年３月31日）

 
１年以内
（百万円）

１年超５年以内
（百万円）

５年超10年以内
（百万円）

10年超
（百万円）

現金及び預金 47,576 － － －

受取手形及び売掛金 50,549 － － －

投資有価証券     

その他有価証券のうち満期があるもの     

(1）社債 － 100 － －

(2）その他 － 207 298 290

合計 98,125 307 298 290

 

当連結会計年度（平成30年３月31日）

 
１年以内
（百万円）

１年超５年以内
（百万円）

５年超10年以内
（百万円）

10年超
（百万円）

現金及び預金 49,419 － － －

受取手形及び売掛金 59,259 － － －

有価証券及び投資有価証券     

その他有価証券のうち満期があるもの     

(1）社債 100 100 － －

(2）その他 － 105 302 190

合計 108,779 206 302 190
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（注）４　短期借入金及び長期借入金の連結決算日後の返済予定額

前連結会計年度（平成29年３月31日）

 
１年以内
（百万円）

１年超
２年以内
（百万円）

２年超
３年以内
（百万円）

３年超
４年以内
（百万円）

４年超
５年以内
（百万円）

５年超
（百万円）

短期借入金 1,314 - - - - -

長期借入金 194 194 194 143 - -

合計 1,509 194 194 143 - -

 

当連結会計年度（平成30年３月31日）

 
１年以内
（百万円）

１年超
２年以内
（百万円）

２年超
３年以内
（百万円）

３年超
４年以内
（百万円）

４年超
５年以内
（百万円）

５年超
（百万円）

短期借入金 4,052 - - - - -

長期借入金 322 322 272 133 49 -

合計 4,374 322 272 133 49 -
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（有価証券関係）

(1）その他有価証券

前連結会計年度（平成29年３月31日）

 種類
連結貸借対照表計上額

（百万円）
取得原価
（百万円）

差額
（百万円）

連結貸借対照表計上額が

取得原価を超えるもの

株式 12,100 6,082 6,018

社債 － － －

その他 205 200 5

連結貸借対照表計上額が

取得原価を超えないもの

株式 187 199 △11

社債 100 101 △1

その他 591 605 △14

合計 13,185 7,188 5,996

（注）　非上場株式、投資事業有限責任組合への出資（連結貸借対照表計上額248百万円、235百万円）は、市場価格が

なく、かつ将来キャッシュ・フローを見積もることなどができず、時価を把握することが極めて困難と認めら

れることから、上表の「その他有価証券」には含めておりません。

 

当連結会計年度（平成30年３月31日）

 種類
連結貸借対照表計上額

（百万円）
取得原価
（百万円）

差額
（百万円）

連結貸借対照表計上額が

取得原価を超えるもの

株式 14,068 6,324 7,743

社債 － － －

その他 507 499 7

連結貸借対照表計上額が

取得原価を超えないもの

株式 － － －

社債 100 101 △0

その他 392 402 △10

合計 15,068 7,328 7,740

（注）　非上場株式、投資事業有限責任組合への出資（連結貸借対照表計上額217百万円、137百万円）は、市場価格が

なく、かつ将来キャッシュ・フローを見積もることなどができず、時価を把握することが極めて困難と認めら

れることから、上表の「その他有価証券」には含めておりません。

 

(2）減損処理を行った有価証券

　減損処理にあたっては、当連結会計年度末における時価が取得原価に比べ30％以上下落した場合には

全て減損処理を行っております。
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（デリバティブ取引関係）

１　ヘッジ会計が適用されていないデリバティブ取引

通貨関連

前連結会計年度（平成29年３月31日）

区分 取引の種類
契約額等
（百万円）

契約額等のうち
１年超（百万円）

時価
（百万円）

評価損益
（百万円）

市場取引以外の

取引

為替予約取引     

売建     

シンガポールドル 22 － △0 △0

タイバーツ 38 － △0 △0

米ドル 219 － △1 △1

合計 280 － △1 △1

（注）時価の算定方法　取引先金融機関から提示された価格等に基づき算定しております。

 

当連結会計年度（平成30年３月31日）

区分 取引の種類
契約額等
（百万円）

契約額等のうち
１年超（百万円）

時価
（百万円）

評価損益
（百万円）

市場取引以外の

取引

為替予約取引     

売建     

シンガポールドル 15 － △0 △0

米ドル 169 － △1 △1

合計 185 － △1 △1

（注）時価の算定方法　取引先金融機関から提示された価格等に基づき算定しております。
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２ ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引

通貨関連

前連結会計年度（平成29年３月31日）

ヘッジ会計の方法 取引の種類 主なヘッジ対象
契約額等（百万

円）
契約額等のうち
１年超（百万円）

時価（百万円）

為替予約等の

振当処理

為替予約取引     

売建     

米ドル 売掛金 1,561 － 22

買建     

米ドル 買掛金 976 － △23

合計 2,538 － △1

（注）時価の算定方法　取引先金融機関から提示された価格等に基づき算定しております。

 

当連結会計年度（平成30年３月31日）

ヘッジ会計の方法 取引の種類 主なヘッジ対象
契約額等（百万

円）
契約額等のうち
１年超（百万円）

時価（百万円）

為替予約等の

振当処理

為替予約取引     

売建     

米ドル 売掛金 479 － △3

買建     

米ドル 買掛金 903 － △3

合計 1,382 － △6

（注）時価の算定方法　取引先金融機関から提示された価格等に基づき算定しております。

 

（退職給付関係）

１．採用している退職給付制度の概要

　当社及び連結子会社は、確定給付型の制度として確定給付企業年金制度及び退職一時金制度を設けてい

るほか、確定拠出型の退職給付制度も設けております。

　また、従業員の退職等に際して退職給付会計に準拠した数理計算による退職給付債務の対象とされない

割増退職金を支払う場合があります。

　なお、一部の子会社を除いて国内連結子会社におきましては、簡便法により退職給付に係る負債及び退

職給付費用を計算しております。

 

２．確定給付制度

（1）退職給付債務の期首残高と期末残高の調整表

 
前連結会計年度

（自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日）

退職給付債務の期首残高 5,930百万円 6,117百万円
子会社取得による増加額 　-百万円 80百万円
勤務費用 413百万円 440百万円
利息費用 86百万円 95百万円
数理計算上の差異の発生額   18百万円   △57百万円

退職給付の支払額 △312百万円 △378百万円
合併による増加額 -百万円 526百万円
その他 △19百万円 99百万円

退職給付債務の期末残高 6,117百万円 6,924百万円
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（2）年金資産の期首残高と期末残高の調整表

 
前連結会計年度

（自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日）

年金資産の期首残高 5,364百万円 5,553百万円
期待運用収益 110百万円 118百万円
数理計算上の差異の発生額 2百万円 50百万円
事業主からの拠出額 306百万円 284百万円
退職給付の支払額 △230百万円 △238百万円
合併による増加額 -百万円 377百万円

年金資産の期末残高 5,553百万円 6,146百万円

 

（3）簡便法を適用した制度の、退職給付に係る負債の期首残高と期末残高の調整表

 
前連結会計年度

（自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日）

退職給付に係る負債の期首残高 36百万円 40百万円
退職給付費用 15百万円 17百万円
制度への拠出額 △11百万円 △11百万円

退職給付に係る負債の期末残高 40百万円 45百万円

 

（4）退職給付債務及び年金資産の期末残高と連結貸借対照表に計上された退職給付に係る負債及び退職給付

に係る資産の調整表

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当連結会計年度

（平成30年３月31日）

積立型制度の退職給付債務 5,538百万円 6,107百万円
年金資産 △5,700百万円 △6,301百万円

 △162百万円 △194百万円
非積立型制度の退職給付債務 768百万円 1,018百万円

連結貸借対照表に計上された負債と資産の純額 606百万円 824百万円

   
退職給付に係る資産 △584百万円 △582百万円
退職給付に係る負債 1,190百万円 1,406百万円

連結貸借対照表に計上された負債と資産の純額 606百万円 824百万円

 

（5）退職給付費用及びその内訳項目の金額

 
前連結会計年度

（自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日）

勤務費用 413百万円 440百万円
利息費用 86百万円 95百万円
期待運用収益 △110百万円 △118百万円
数理計算上の差異の費用処理額 80百万円 △85百万円
簡便法で計算した退職給付費用 15百万円 17百万円
その他 22百万円 19百万円

確定給付制度に係る退職給付費用 509百万円 368百万円

 

　　　　　（6）退職給付に係る調整額

退職給付に係る調整額に計上した項目（税効果控除前）の内訳は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日）

数理計算上の差異 49百万円 152百万円

合計 49百万円 152百万円
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（7）退職給付に係る調整累計額

退職給付に係る調整累計額に計上した項目（税効果控除前）の内訳は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当連結会計年度

（平成30年３月31日）
未認識数理計算上の差異 197百万円 350百万円

合計 197百万円 350百万円

 

（8）年金資産に関する事項

①年金資産の主な内訳

　年金資産合計に対する主な分類ごとの比率は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当連結会計年度

（平成30年３月31日）
国内債券 29％ 29％
外国債券 9％ 10％
国内株式 12％ 12％
外国株式 11％ 11％
保険資産（一般勘定） 17％ 17％
その他 22％ 21％

合　計 100％ 100％

 

②長期期待運用収益率の設定方法

　年金資産の長期期待運用収益率を決定するため、現在及び予想される年金資産の配分と、年金資産を

構成する多様な資産からの現在及び将来期待される長期の収益率を考慮しております。

 

(9）数理計算上の計算基礎に関する事項

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当連結会計年度

（平成30年３月31日）
割引率 0.93％ 0.93％

長期期待運用収益率 2.00％ 2.00％

 

３．確定拠出制度

当社及び連結子会社の確定拠出制度への要拠出額は、前連結会計年度61百万円、当連結会計年度64百万円

であります。
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（ストック・オプション等関係）

　ストック・オプションの内容、規模及びその変動状況

(1）ストック・オプションの内容

会社名 提出会社 提出会社 提出会社 提出会社

決議年月日
平成18年

６月23日

平成19年

６月22日

平成20年

６月24日

平成21年

６月23日

付与対象者の

区分及び人数
当社の取締役８名 当社の取締役８名 当社の取締役８名 当社の取締役８名

株式の種類及び付与数（注）
普通株式

11,000株

普通株式

11,000株

普通株式

11,500株

普通株式

11,500株

付与日
平成19年

５月24日

平成20年

５月27日

平成21年

５月26日

平成22年

５月18日

権利確定条件
該当事項は

ありません。

該当事項は

ありません。

該当事項は

ありません。

該当事項は

ありません。

対象勤務期間
該当事項は

ありません。

該当事項は

ありません。

該当事項は

ありません。

該当事項は

ありません。

権利行使期間

自平成19年

５月25日

至平成39年

５月24日

自平成20年

５月28日

至平成40年

５月27日

自平成21年

５月27日

至平成41年

５月26日

自平成22年

５月19日

至平成42年

５月18日

 

会社名 提出会社 提出会社 提出会社

決議年月日
平成22年

６月23日

平成23年

６月23日

平成24年

６月22日

付与対象者の

区分及び人数
当社の取締役７名 当社の取締役８名 当社の取締役８名

株式の種類及び付与数（注）
普通株式

11,500株

普通株式

23,000株

普通株式

17,000株

付与日
平成23年

５月16日

平成24年

５月15日

平成25年

５月16日

権利確定条件
該当事項は

ありません。

該当事項は

ありません。

該当事項は

ありません。

対象勤務期間
該当事項は

ありません。

該当事項は

ありません。

該当事項は

ありません。

権利行使期間

自平成23年

５月17日

至平成43年

５月16日

自平成24年

５月16日

至平成44年

５月15日

自平成25年

５月17日

至平成45年

５月16日

（注）付与数については株式数に換算して記載しております。
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(2）ストック・オプションの規模及びその変動状況

　当連結会計年度（平成30年３月期）において存在したストック・オプションを対象とし、ストック・オ

プションの数については、株式数に換算して記載しております。

 

①　ストック・オプションの数

会社名 提出会社 提出会社 提出会社 提出会社 提出会社 提出会社 提出会社

決議年月日
平成18年

６月23日

平成19年

６月22日

平成20年

６月24日

平成21年

６月23日

平成22年

６月23日

平成23年

６月23日

平成24年

６月22日

権利確定前        

期首（株） － － － － － － －

付与（株） － － － － － － －

失効（株） － － － － － － －

権利確定（株） － － － － － － －

未確定残（株） － － － － － － －

権利確定後        

期首（株） 900 900 2,000 3,200 6,000 12,500 9,400

権利確定（株） － － － － － － －

権利行使（株） － － － － － － －

失効（株） － － － － － － －

未行使残（株） 900 900 2,000 3,200 6,000 12,500 9,400

 

 

②　単価情報

会社名 提出会社 提出会社 提出会社 提出会社 提出会社 提出会社 提出会社

決議年月日
平成18年

６月23日

平成19年

６月22日

平成20年

６月24日

平成21年

６月23日

平成22年

６月23日

平成23年

６月23日

平成24年

６月22日

権利行使価格（円） 1 1 1 1 1 1 1

行使時

平均株価（円）
－ － － － － － －

付与日における

公正な評価単価（円）
－ 676 664 736 716 858 1,746
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（税効果会計関係）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当連結会計年度

（平成30年３月31日）

＜繰延税金資産＞   

たな卸資産 28百万円 39百万円

賞与引当金 452百万円 459百万円

未払事業税 80百万円 120百万円

貸倒引当金 21百万円 103百万円

退職給付に係る負債 192百万円 263百万円

未払役員退職慰労金 0百万円 0百万円

投資有価証券評価損 157百万円 162百万円

未実現利益 88百万円 79百万円

その他 649百万円 715百万円

繰延税金資産小計 1,670百万円 1,943百万円

同一納税主体に係る繰延税金負債との相殺 △434百万円 △615百万円

繰延税金資産合計 1,236百万円 1,327百万円

   

＜繰延税金負債＞   

圧縮積立金 △132百万円 △131百万円

その他有価証券評価差額金 △1,489百万円 △2,024百万円

連結子会社の評価差額 △520百万円 △1,274百万円

その他 △1,013百万円 △1,320百万円

繰延税金負債小計 △3,155百万円 △4,751百万円

同一納税主体に係る繰延税金資産との相殺 434百万円 615百万円

繰延税金負債合計 △2,721百万円 △4,136百万円

 

繰延税金資産及び繰延税金負債の純額は、連結貸借対照表の以下の項目に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当連結会計年度

（平成30年３月31日）

流動資産－繰延税金資産 988百万円 1,060百万円

固定資産－繰延税金資産 247百万円 267百万円

固定負債－繰延税金負債 △2,721百万円 △4,136百万円

 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因と

なった主要な項目別の内訳

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
 

当連結会計年度
（平成30年３月31日）

法定実効税率 30.8％  　法定実効税率と税効果会計適用後

の法人税等の負担率との間の差異が

法定実効税率の100分の５以下である

ため注記を省略しております。

（調整）   

交際費等永久に損金に算入されない項目 0.4  

受取配当金等永久に益金に算入されない項目 △1.0  

のれん償却額

海外子会社の留保利益

2.2

3.0

 

受取配当金連結消去に伴う影響額

連結子会社の税率差異

0.9

△3.1
 

その他 0.3  

税効果会計適用後の法人税等の負担率 33.5  

 

３．法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正

　税法の改正に伴い、翌事業年度以降に解消が見込まれる一時差異等に係る繰延税金資産及び繰延税金負債に

ついては、法定実効税率を30.8％から30.6％に変更し計算しております。

　この法定実効税率の変更による影響額は軽微であります。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１　報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているも

のであります。

当社グループは、従来接着剤を中心とした樹脂製品を取り扱う「化成品」、主に非住宅市場で使われ

る建材を取り扱う「建装材」及び主に住宅市場で使われる建材を取り扱う「住器建材」と報告セグメン

トを分けておりましたが、用途開拓により「建装材」及び「住器建材」の市場性に大きな差がなくなっ

てきたことからこの二つを統合し、当連結会計年度より報告セグメントを「化成品」、「建装建材」に

区分変更することといたしました。

なお、前連結会計年度のセグメント情報は、変更後のセグメント区分に基づき作成したものを開示し

ております。

 

報告セグメント別の主要製品は次のとおりであります。

化成品　　　外装・内装仕上塗材、塗り床材、各種接着剤、有機微粒子、他

建装建材　　メラミン化粧板、化粧合板、室内用ドア、インテリア建材、

　　　　　　カウンター、収納扉、不燃化粧材、押出成形セメント板、他

 

２　報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な

事項」における記載と同一であります。

セグメント間の内部売上高又は振替高は、社内ルールに基づき利益を付加した価格によっておりま

す。
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３　報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自　平成28年４月１日　至　平成29年３月31日）

    （単位：百万円）

 報告セグメント 調整額
（注）１
（注）３

連結財務諸
表計上額
（注）２ 化成品 建装建材 計

売上高      

外部顧客への売上高 74,881 76,752 151,633 － 151,633

セグメント間の内部売上

高又は振替高
2,346 － 2,346 △2,346 －

計 77,227 76,752 153,980 △2,346 151,633

セグメント利益 6,223 14,487 20,711 △2,611 18,099

セグメント資産 63,576 62,144 125,721 38,913 164,634

その他の項目      

減価償却費 1,845 1,471 3,317 141 3,458

有形固定資産及び無形固

定資産の増加額
2,479 1,231 3,710 166 3,876

 

当連結会計年度（自　平成29年４月１日　至　平成30年３月31日）

    （単位：百万円）

 報告セグメント 調整額
（注）１
（注）３

連結財務諸
表計上額
（注）２ 化成品 建装建材 計

売上高      

外部顧客への売上高 82,911 80,815 163,726 － 163,726

セグメント間の内部売上

高又は振替高
2,576 － 2,576 △2,576 －

計 85,487 80,815 166,303 △2,576 163,726

セグメント利益 6,537 15,623 22,161 △3,068 19,092

セグメント資産 86,206 68,696 154,903 35,584 190,487

その他の項目      

減価償却費 2,077 1,365 3,442 127 3,569

有形固定資産及び無形固

定資産の増加額
2,711 1,318 4,029 493 4,522

　（注）１　前連結会計年度及び当連結会計年度におけるセグメント利益の調整額△2,611百万円及び△3,068百万円に

は、それぞれ各報告セグメントに配分しない全社費用△2,613百万円及び△3,067百万円が含まれておりま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理部門（人事、総務、経理部門等）に係る費用

であります。

　２　セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　３　前連結会計年度及び当連結会計年度におけるセグメント資産の調整額38,913百万円及び35,584百万円に

は、それぞれ各報告セグメントに配分していない全社資産38,913百万円及び35,584百万円が含まれており

ます。全社資産は、セグメントに帰属しない現金及び預金、有価証券、投資有価証券及び一般管理部門

（人事、総務、経理部門等）に係る資産であります。
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【関連情報】

前連結会計年度（自　平成28年４月１日　至　平成29年３月31日）

１　製品及びサービスごとの情報

　セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

 

２　地域ごとの情報

(1）売上高

（単位：百万円）

日本 アジア・オセアニア その他 合計

104,955 45,425 1,252 151,633

 

 

(2）有形固定資産

  （単位：百万円）
 

日本 　アジア・オセアニア 合計

19,637 10,386 30,024

 

当連結会計年度（自　平成29年４月１日　至　平成30年３月31日）

１　製品及びサービスごとの情報

　セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

 

２　地域ごとの情報

(1）売上高

（単位：百万円）

日本 アジア・オセアニア その他 合計

109,073 53,363 1,289 163,726

 

 

(2）有形固定資産

  （単位：百万円）
 

日本 　アジア・オセアニア 合計

19,885 18,578 38,464
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自　平成28年４月１日　至　平成29年３月31日）

　該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自　平成29年４月１日　至　平成30年３月31日）

　該当事項はありません。

 

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自　平成28年４月１日　至　平成29年３月31日）

   （単位：百万円）

 化成品 建装建材 調整額 合計

当期償却額 1,300 － － 1,300

当期末残高 1,318 － － 1,318

 

当連結会計年度（自　平成29年４月１日　至　平成30年３月31日）

   （単位：百万円）

 化成品 建装建材 調整額 合計

当期償却額 1,329 － － 1,329

当期末残高 168 － － 168

 

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自　平成28年４月１日　至　平成29年３月31日）

　該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自　平成29年４月１日　至　平成30年３月31日）

　当連結会計年度において、化成品において244百万円の負ののれん発生益を計上しております。これは、

エバモア・ケミカル・インダストリー社の株式を取得したことによるものであります。

 

 

【関連当事者情報】

１　関連当事者との取引

(1）連結財務諸表提出会社と関連当事者との取引

　該当事項はありません。

(2）連結財務諸表提出会社の連結子会社と関連当事者との取引

 該当事項はありません。

２　親会社または重要な関連会社に関する注記

・親会社情報

　連結財務諸表提出会社には、親会社はありません。

・重要な関連会社の要約財務情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

 
前連結会計年度

（自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日）

１株当たり純資産額 1,759円91銭 1,880円13銭

１株当たり当期純利益金額 169円48銭 183円76銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 169円39銭 183円66銭

（注）１．１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

 
前連結会計年度

（自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日）

１株当たり当期純利益金額   

親会社株主に帰属する当期純利益金額

（百万円）
11,064 11,996

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当

期純利益金額（百万円）
11,064 11,996

普通株式の期中平均株式数（千株） 65,287 65,286

   

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額   

親会社株主に帰属する当期純利益調整額

（百万円）
－ －

普通株式増加数（千株） 34 34

（うち新株予約権（千株）） (34) (34)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり当期純利益金額の算定に含め

なかった潜在株式の概要

－

（注）２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当連結会計年度

（平成30年３月31日）

純資産の部の合計額（百万円） 119,685 132,616

純資産の部の合計額から控除する金額

（百万円）
4,786 9,870

（うち新株予約権（百万円）） (36) (36)

（うち非支配株主持分（百万円）） (4,749) (9,833)

普通株式に係る期末の純資産額（百万円） 114,898 122,746

１株当たり純資産額の算定に用いられた期

末の普通株式の数（千株）
65,286 65,285

 

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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⑤【連結附属明細表】

【社債明細表】

　該当事項はありません。

 

【借入金等明細表】

 
当期首残高
（百万円）

当期末残高
（百万円）

平均利率
（％）

返済期限

短期借入金 1,314 4,052 2.2 －

１年以内に返済予定の長期借入金 194 322 1.7 －

１年以内に返済予定のリース債務 56 55 － －

長期借入金

（１年以内に返済予定のものを除く。）
532 777 1.6

平成31年～

平成34年

リース債務

（１年以内に返済予定のものを除く。）
165 115 －

平成31年～

平成35年

その他有利子負債     

取引先預り保証金 433 445 0.2 －

合計 2,697 5,768 － －

（注）１　平均利率については、期末借入金残高に対する加重平均利率を記載しております。

２　リース債務の平均利率については、リース料総額に含まれる利息相当額を控除する前の金額でリース債務を

連結貸借対照表に計上しているため、記載しておりません。

３　長期借入金（１年以内に返済予定のものを除く。）及びリース債務（１年以内に返済予定のものを除く。）

の連結決算日後５年間の返済予定金額は以下のとおりであります。

 
１年超２年以内
（百万円）

２年超３年以内
（百万円）

３年超４年以内
（百万円）

４年超５年以内
（百万円）

長期借入金 322 272 133 49

リース債務 49 18 8 8

４　その他有利子負債中の取引先預り保証金については、連結決算日後５年間の返済予定金額を確定できないた

め記載を省略しております。

 

【資産除去債務明細表】

　当連結会計年度期首及び当連結会計年度末における資産除去債務の金額が、当連結会計年度期首及び当連

結会計年度末における負債及び純資産の合計額の100分の１以下であるため、連結財務諸表規則第92条の２の

規定により記載を省略しております。
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（２）【その他】

当連結会計年度における四半期情報等

（累計期間） 第１四半期 第２四半期 第３四半期 当連結会計年度

売上高 （百万円） 36,619 78,012 119,347 163,726

税金等調整前四半期（当期）

純利益金額
（百万円） 4,203 9,595 15,015 19,600

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益金額
（百万円） 2,409 5,726 8,971 11,996

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 36.90 87.72 137.42 183.76

 

（会計期間） 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

１株当たり四半期純利益金額 （円） 36.90 50.81 49.70 46.34
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２【財務諸表等】

(1)【財務諸表】

①【貸借対照表】

  (単位：百万円)

 
前事業年度

(平成29年３月31日)
当事業年度

(平成30年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 32,106 28,238

受取手形 11,116 ※３ 14,114

売掛金 ※１ 26,940 ※１ 27,791

有価証券 - 100

商品及び製品 3,759 4,319

仕掛品 299 414

原材料及び貯蔵品 1,028 1,252

繰延税金資産 720 801

短期貸付金 ※１ 2,402 ※１ 2,001

未収入金 ※１ 1,696 ※１ 1,747

その他 ※１ 242 ※１ 324

貸倒引当金 △8 △8

流動資産合計 80,305 81,098

固定資産   

有形固定資産   

建物 4,558 4,727

構築物 339 467

機械及び装置 1,967 2,402

車両運搬具 48 51

工具、器具及び備品 431 587

土地 5,366 6,353

リース資産 73 65

建設仮勘定 196 261

有形固定資産合計 12,981 14,917

無形固定資産   

ソフトウエア 226 280

その他 49 344

無形固定資産合計 276 625

投資その他の資産   

投資有価証券 13,618 15,258

関係会社株式 23,194 25,651

関係会社出資金 921 3,081

その他 757 646

貸倒引当金 △4 △4

投資その他の資産合計 38,486 44,633

固定資産合計 51,744 60,176

資産合計 132,050 141,275
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  (単位：百万円)

 
前事業年度

(平成29年３月31日)
当事業年度

(平成30年３月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形 161 ※３ 190

電子記録債務 ※１ 5,676 ※１,※３ 6,479

買掛金 ※１ 13,761 ※１ 15,491

リース債務 7 7

未払金 26 33

未払費用 ※１ 1,845 ※１ 2,061

未払法人税等 2,395 2,450

未払消費税等 665 345

賞与引当金 1,265 1,350

その他 ※１ 630 ※３ 1,274

流動負債合計 26,435 29,686

固定負債   

リース債務 68 60

繰延税金負債 1,611 1,956

その他 461 524

固定負債合計 2,141 2,541

負債合計 28,576 32,228

純資産の部   

株主資本   

資本金 9,891 9,891

資本剰余金   

資本準備金 13,277 13,277

その他資本剰余金 4 4

資本剰余金合計 13,282 13,282

利益剰余金   

利益準備金 1,622 1,622

その他利益剰余金   

圧縮積立金 290 290

別途積立金 16,976 16,976

繰越利益剰余金 59,171 63,573

利益剰余金合計 78,061 82,463

自己株式 △2,007 △2,011

株主資本合計 99,228 103,626

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 4,217 5,388

繰延ヘッジ損益 △9 △4

評価・換算差額等合計 4,208 5,384

新株予約権 36 36

純資産合計 103,473 109,047

負債純資産合計 132,050 141,275
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②【損益計算書】

  (単位：百万円)

 
前事業年度

(自　平成28年４月１日
　至　平成29年３月31日)

当事業年度
(自　平成29年４月１日
　至　平成30年３月31日)

売上高 ※１ 99,536 ※１ 105,513

売上原価 ※１ 69,636 ※１ 74,138

売上総利益 29,899 31,374

販売費及び一般管理費 ※２ 17,644 ※２ 18,187

営業利益 12,255 13,186

営業外収益   

受取利息及び受取配当金 ※１ 807 ※１ 1,071

その他 ※１ 491 ※１ 411

営業外収益合計 1,299 1,483

営業外費用 292 572

経常利益 13,261 14,097

特別利益   

抱合せ株式消滅差益 － 251

特別利益合計 － 251

税引前当期純利益 13,261 14,349

法人税、住民税及び事業税 3,885 4,335

法人税等調整額 △23 △197

法人税等合計 3,861 4,137

当期純利益 9,400 10,212
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③【株主資本等変動計算書】

前事業年度（自　平成28年４月１日　至　平成29年３月31日）

        (単位：百万円)

 株主資本

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

 

資本準備金
その他資
本剰余金

資本剰余
金合計

利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余
金合計

 圧縮積立金 別途積立金
繰越利益
剰余金

当期首残高 9,891 13,277 4 13,282 1,622 290 16,976 53,884 72,774

当期変動額          

剰余金の配当        △4,113 △4,113

当期純利益        9,400 9,400

圧縮積立金の取崩      △0  0 －

自己株式の取得          

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

         

当期変動額合計 － － － － － △0 － 5,287 5,287

当期末残高 9,891 13,277 4 13,282 1,622 290 16,976 59,171 78,061

 

        

 株主資本 評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
 自己株式

株主資本
合計

その他有
価証券評
価差額金

繰延ヘッ
ジ損益

評価・換
算差額等
合計

当期首残高 △2,005 93,943 3,024 △4 3,020 36 97,000

当期変動額        

剰余金の配当  △4,113     △4,113

当期純利益  9,400     9,400

圧縮積立金の取崩  －     －

自己株式の取得 △1 △1     △1

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

  1,193 △4 1,188  1,188

当期変動額合計 △1 5,285 1,193 △4 1,188 － 6,473

当期末残高 △2,007 99,228 4,217 △9 4,208 36 103,473
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当事業年度（自　平成29年４月１日　至　平成30年３月31日）

        (単位：百万円)

 株主資本

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

 

資本準備金
その他資
本剰余金

資本剰余
金合計

利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余
金合計

 圧縮積立金 別途積立金
繰越利益
剰余金

当期首残高 9,891 13,277 4 13,282 1,622 290 16,976 59,171 78,061

当期変動額          

剰余金の配当        △5,810 △5,810

当期純利益        10,212 10,212

圧縮積立金の取崩      △0  0 －

自己株式の取得          

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

         

当期変動額合計 － － － － － △0 － 4,401 4,401

当期末残高 9,891 13,277 4 13,282 1,622 290 16,976 63,573 82,463

 

        

 株主資本 評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
 自己株式

株主資本
合計

その他有
価証券評
価差額金

繰延ヘッ
ジ損益

評価・換
算差額等
合計

当期首残高 △2,007 99,228 4,217 △9 4,208 36 103,473

当期変動額        

剰余金の配当  △5,810     △5,810

当期純利益  10,212     10,212

圧縮積立金の取崩  －     －

自己株式の取得 △3 △3     △3

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

  1,170 5 1,175  1,175

当期変動額合計 △3 4,397 1,170 5 1,175 － 5,573

当期末残高 △2,011 103,626 5,388 △4 5,384 36 109,047
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【注記事項】

（重要な会計方針）

１．資産の評価基準及び評価方法

(1)有価証券の評価基準及び評価方法

子会社株式及び関連会社株式

移動平均法による原価法によっております。

その他有価証券

時価のあるもの

決算日の市場価格等に基づく時価法によっております。

(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

時価のないもの

移動平均法による原価法によっております。

なお、投資事業有限責任組合への出資（金融商品取引法第２条第２項により有価証券とみなされるも

の）については、組合契約に規定される決算報告日に応じて入手可能な最近の決算書を基礎とし、持分

相当額を純額で取り込む方法によっております。

 

(2)デリバティブの評価基準及び評価方法

時価法によっております。

 

(3)たな卸資産の評価基準及び評価方法

商品、製品、仕掛品、原材料は、移動平均法に基づく原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価

切下げの方法により算定）によっております。

貯蔵品は、最終仕入原価法による原価法によっております。

 

２．固定資産の減価償却の方法

(1)有形固定資産（リース資産を除く）

定率法を採用しております。

ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）、並びに平成28年４月１日以降に

取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物　　　　　　　　６年～50年

構築物　　　　　　　７年～50年

機械及び装置　　　　４年～25年

車両運搬具　　　　　４年～10年

工具、器具及び備品　３年～20年

 

(2)無形固定資産

定額法を採用しております。

なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における見込利用可能期間（５年）に基づいておりま

す。

 

(3)リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

 

(4)長期前払費用

定額法を採用しております。

 

３．引当金の計上基準

(1)貸倒引当金

売掛金、貸付金その他これらに準ずる債権の貸倒れによる損失に備えて、一般債権については貸倒実績率

による計算額を、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上

しております。

 

(2)賞与引当金

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額を計上しております。
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(3)退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上し

ております。なお、当事業年度末における年金資産が、退職給付債務から数理計算上の差異等を控除した額を

超過する場合には、前払年金費用として「投資その他の資産」の「その他」に含めて計上しております。

また、退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法について

は、給付算定式基準によっております。

数理計算上の差異は、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による定額

法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理することとしております。

 
 

４．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

(1)ヘッジ会計の方法

　ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理を採用しております。なお、為替予約については振当処理の要件を満たしている場合

は振当処理を採用しております。

ヘッジ手段とヘッジ対象

　ａ ヘッジ手段　　為替予約

　ｂ ヘッジ対象　　外貨建予定取引

ヘッジ方針

 外貨建予定取引に関しては、為替予約を付し為替変動リスクをヘッジする方針であります。

ヘッジ有効性評価の方法

 為替予約については振当処理のみであるため、ヘッジ有効性は明らかであります。

 

(2)退職給付に係る会計処理

 退職給付に係る未認識数理計算上の差異の未処理額の会計処理の方法は、連結財務諸表におけるこれらの

会計処理の方法と異なっております。

 

(3)消費税等の会計処理方法

　税抜方式を採用しております。
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（貸借対照表関係）

※１　関係会社に対する金銭債権及び金銭債務（区分表示したものを除く）

 
前事業年度

（平成29年３月31日）
当事業年度

（平成30年３月31日）

短期金銭債権 3,328百万円 2,984百万円

短期金銭債務 3,187百万円 3,672百万円

 

　２　保証債務

　　関係会社の金融機関からの借入債務に対し、保証を行っております。

 
前事業年度

（平成29年３月31日）
当事業年度

（平成30年３月31日）

アイカインドネシア社 653百万円 441百万円

 

※３　期末日満期手形及び電子記録債務

　　期末日満期手形及び電子記録債務の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当事業年度の末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形及び電子記録債務が期末残高に含

まれております。

 
前事業年度

（平成29年３月31日）
当事業年度

（平成30年３月31日）

受取手形 －百万円 856百万円

支払手形 －百万円 37百万円

電子記録債務 －百万円 1,059百万円

その他流動負債（設備電子記録債務） －百万円 20百万円

 

 

（損益計算書関係）

※１　関係会社との取引高

 
前事業年度

（自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日）

当事業年度
（自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日）

営業取引による取引高   

売上高 2,658百万円 3,129百万円

仕入高 19,116百万円 21,036百万円

営業取引以外の取引による取引高 599百万円 819百万円

 

※２　販売費に属する費用のおおよその割合は前事業年度80％、当事業年度78％、一般管理費に属する費用のおおよ

その割合は前事業年度20％、当事業年度22％であります。

　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　 　　　　 前事業年度
　 　（自　平成28年４月１日
　 　　至　平成29年３月31日）

　 　　　　 当事業年度
　 　（自　平成29年４月１日
　 　　至　平成30年３月31日）

広告宣伝費 1,623百万円 1,571百万円

荷造運搬費 5,031百万円 5,318百万円

給与及び賞与 4,569百万円 4,384百万円

賞与引当金繰入額 732百万円 753百万円

退職給付費用 242百万円 241百万円

減価償却費 619百万円 530百万円

 

（有価証券関係）

 子会社株式及び関連会社株式(当事業年度の貸借対照表計上額は子会社株式25,080百万円、関連会社株式571百

万円、前事業年度の貸借対照表計上額は子会社株式22,622百万円、関連会社株式571百万円）は、市場価格がな

く、時価を把握することが極めて困難と認められることから、記載しておりません。
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（税効果会計関係）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 
前事業年度

（平成29年３月31日）
当事業年度

（平成30年３月31日）

＜繰延税金資産＞   

たな卸資産 10百万円 10百万円

賞与引当金 390百万円 413百万円

未払事業税 142百万円 161百万円

貸倒引当金 3百万円 3百万円

投資有価証券評価損 155百万円 161百万円

新株予約権 11百万円 11百万円

その他 269百万円 441百万円

(Ａ)繰延税金資産合計 983百万円 1,203百万円

   

＜繰延税金負債＞   

圧縮積立金 △127百万円 △127百万円

土地時価評価差額 △141百万円 △141百万円

その他有価証券評価差額金 △1,487百万円 △2,018百万円

その他 △118百万円 △69百万円

(Ｂ)繰延税金負債合計 △1,875百万円 △2,357百万円

繰延税金資産の純額

（(Ａ)＋(Ｂ)）
△891百万円 △1,154百万円

 

　繰延税金資産の純額は、貸借対照表の以下の項目に含まれております。

 
前事業年度

（平成29年３月31日）
当事業年度

（平成30年３月31日）

流動資産－繰延税金資産 720百万円 801百万円

固定負債－繰延税金負債 △1,611百万円 △1,956百万円

 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因

となった主要な項目別の内訳

 
前事業年度

（平成29年３月31日）
 

当事業年度
（平成30年３月31日）

法定実効税率 30.8％  30.8％

（調整）    

交際費等永久に損金に算入されない項目 0.3  0.3

受取配当金等永久に益金に算入されない項目 △1.3  △1.7

住民税均等割

源泉税税額控除額

0.4

△0.9

 0.3

△1.1

特別減税による影響 △0.8  △0.9

その他 0.6  1.1

税効果会計適用後の法人税等の負担率 29.1  28.8

 

３．法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正

　税法の改正に伴い、翌事業年度以降に解消が見込まれる一時差異等に係る繰延税金資産及び繰延税金負債

については、法定実効税率を30.8％から30.6％に変更し計算しております。

　この法定実効税率の変更による影響額は軽微であります。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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④【附属明細表】

【有形固定資産等明細表】

（単位：百万円）

区分 資産の種類 当期首残高 当期増加額 当期減少額 当期償却額 当期末残高
減価償却
累計額

 建物 4,558 506 41 296 4,727 8,146

 構築物 339 180 0 50 467 2,081

 機械及び装置 1,967 1,127 8 684 2,402 16,905

有形固定

資産
車両運搬具 48 38 0 35 51 403

 工具、器具及び備品 431 403 1 245 587 4,732

 土地 5,366 1,118 131 － 6,353 －

 リース資産 73 － － 7 65 46

 建設仮勘定 196 1,364 1,299 － 261 －

 計 12,981 4,738 1,483 1,319 14,917 32,315

 ソフトウエア 226 161 － 106 280 －

無形固定

資産
その他 49 398 101 2 344 －

 計 276 559 101 108 625 －

 

【引当金明細表】

（単位：百万円）

科目 当期首残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

貸倒引当金 12 － － 12

賞与引当金 1,265 1,350 1,265 1,350

 

 

（２）【主な資産及び負債の内容】

連結財務諸表を作成しているため、記載を省略しております。

 

 

（３）【その他】

　特記事項はありません。
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第６【提出会社の株式事務の概要】

事業年度 ４月１日から３月31日まで

定時株主総会 ６月中

基準日 ３月31日

剰余金の配当の基準日 ３月31日、９月30日

１単元の株式数 100株

単元未満株式の買取り・売渡し  

取扱場所

 

 

（特別口座）

東京都千代田区丸の内一丁目４番５号

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部

株主名簿管理人

 

 

（特別口座）

東京都千代田区丸の内一丁目４番５号

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

取次所 －

買取・売渡手数料 株式の売買の委託に係る手数料相当額として別途定める金額

公告掲載方法 公告掲載URL http://www.aica.co.jp/（注）２

株主に対する特典 該当事項はありません。

（注）１　当会社の株主は、その有する単元未満株式について、次に掲げる権利以外の権利を行使することができませ

ん。

（１）会社法第189条第２項各号に掲げる権利

（２）会社法第166条第１項の規定による請求をする権利

（３）株主の有する株式数に応じて募集株式の割当て及び募集新株予約権の割当てを受ける権利

（４）株主の有する単元未満株式の数と併せて単元株式数となる数の株式を売り渡すことを請求する権利

（注）２　電子公告によることができない事故、その他のやむを得ない事由が生じた時には、日本経済新聞に公告いた

します。
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第７【提出会社の参考情報】

１【提出会社の親会社等の情報】

当社は、金融商品取引法第24条の７第１項に規定する親会社等はありません。

 

２【その他の参考情報】

当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

 

(1）

 

 

有価証券報告書

及びその添付書類並びに確認書

 

事業年度

（第117期）

 

自　平成28年４月１日

至　平成29年３月31日

 

 

平成29年６月26日

関東財務局長に提出

 

(2）

 

有価証券報告書の訂正報告書

及び確認書

事業年度

（第113期）

自　平成24年４月１日

至　平成25年３月31日
 

平成29年10月26日

関東財務局長に提出

  
事業年度

（第114期）

自　平成25年４月１日

至　平成26年３月31日
 

平成29年10月26日

関東財務局長に提出

  
事業年度

（第115期）

自　平成26年４月１日

至　平成27年３月31日
 

平成29年10月26日

関東財務局長に提出

  
事業年度

（第116期）

自　平成27年４月１日

至　平成28年３月31日
 

平成29年10月26日

関東財務局長に提出

  
事業年度

（第117期）

自　平成28年４月１日

至　平成29年３月31日
 

平成29年10月26日

関東財務局長に提出

      

(3）

 

内部統制報告書

及びその添付書類

事業年度

（第117期）

自　平成28年４月１日

至　平成29年３月31日
 

平成29年６月26日

関東財務局長に提出

      

(4）

 

四半期報告書

及び確認書

（第118期

第１四半期）

自　平成29年４月１日

至　平成29年６月30日
 

平成29年８月４日

関東財務局長に提出

  
（第118期

第２四半期）

自　平成29年７月１日

至　平成29年９月30日
 

平成29年11月６日

関東財務局長に提出

  
（第118期

第３四半期）

自　平成29年10月１日

至　平成29年12月31日
 

平成30年２月６日

関東財務局長に提出

      

(5）臨時報告書

企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２（株主総会における議決権行使の結果）の規定に

基づく臨時報告書であります。

平成29年６月27日　関東財務局長に提出

 

企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第３号（特定子会社の異動）の規定に基づく臨時報告書であ

ります。

平成29年11月16日　関東財務局長に提出

 

(6）臨時報告書の訂正報告書

平成29年11月16日提出の臨時報告書（特定子会社の異動）に係る訂正報告書であります。

平成30年１月16日　関東財務局長に提出
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書  

 

 平成３０年６月２２日
 

アイカ工業株式会社
 

 取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人　 ト　ー　マ　ツ  
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 白　田　英　生　　　㊞  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 河　嶋　聡　史　　　㊞  

 

＜財務諸表監査＞

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられ

ているアイカ工業株式会社の平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日までの連結会計年度の連結財務諸表、すなわ

ち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結包括利益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー計算

書、連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項、その他の注記及び連結附属明細表について監査を行った。

 

連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結財務諸表を作成し適正に

表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結財務諸表を作成し適正に表示するために

経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結財務諸表に対する意見を表明するこ

とにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準

は、当監査法人に連結財務諸表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定

し、これに基づき監査を実施することを求めている。

　監査においては、連結財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当

監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用され

る。財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価

の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、連結財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統制

を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価

も含め全体としての連結財務諸表の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

監査意見

　当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、アイ

カ工業株式会社及び連結子会社の平成３０年３月３１日現在の財政状態並びに同日をもって終了する連結会計年度の経営

成績及びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。
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＜内部統制監査＞

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第２項の規定に基づく監査証明を行うため、アイカ工業株式会社の平成

３０年３月３１日現在の内部統制報告書について監査を行った。

 

内部統制報告書に対する経営者の責任

　経営者の責任は、財務報告に係る内部統制を整備及び運用し、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に

係る内部統制の評価の基準に準拠して内部統制報告書を作成し適正に表示することにある。

　なお、財務報告に係る内部統制により財務報告の虚偽の記載を完全には防止又は発見することができない可能性があ

る。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した内部統制監査に基づいて、独立の立場から内部統制報告書に対する意見を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の監査の基準

に準拠して内部統制監査を行った。財務報告に係る内部統制の監査の基準は、当監査法人に内部統制報告書に重要な虚偽

表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき内部統制監査を実施すること

を求めている。

　内部統制監査においては、内部統制報告書における財務報告に係る内部統制の評価結果について監査証拠を入手するた

めの手続が実施される。内部統制監査の監査手続は、当監査法人の判断により、財務報告の信頼性に及ぼす影響の重要性

に基づいて選択及び適用される。また、内部統制監査には、財務報告に係る内部統制の評価範囲、評価手続及び評価結果

について経営者が行った記載を含め、全体としての内部統制報告書の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

監査意見

　当監査法人は、アイカ工業株式会社が平成３０年３月３１日現在の財務報告に係る内部統制は有効であると表示した上

記の内部統制報告書が、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の評価の基準に準拠して、

財務報告に係る内部統制の評価結果について、すべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　　上
 

（注）１　上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（有価証券報告書提出会

社）が別途保管しております。

２　XBRLデータは監査の対象には含まれていません。
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 独立監査人の監査報告書  

 

 平成３０年６月２２日
 

アイカ工業株式会社
 

 取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人　 ト　ー　マ　ツ  
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 白　田　英　生　　　㊞  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 河　嶋　聡　史　　　㊞  

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられ

ているアイカ工業株式会社の平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日までの第１１８期事業年度の財務諸表、すな

わち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附属明細表について監査を

行った。

 

財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表示

することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が

必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することに

ある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、

当監査法人に財務諸表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに

基づき監査を実施することを求めている。

　監査においては、財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監査

法人の判断により、不正又は誤謬による財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。財務

諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に

際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。

また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体と

しての財務諸表の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

監査意見

　当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、アイカ工

業株式会社の平成３０年３月３１日現在の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営成績をすべての重要な点に

おいて適正に表示しているものと認める。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　　上
 

（注）１　上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（有価証券報告書提出会

社）が別途保管しております。

２　XBRLデータは監査の対象には含まれていません。
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